
即
自
・
封
自
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て

　
　
　
ー
サ
〃
ト
グ
哲
學
の
一
考
察
…

木
　
村
　
彰
　
吾

　
サ
ル
ト
ル
の
存
在
論
は
、
「
郎
自
存
在
」
（
憎
ゆ
什
弓
0
1
0
一
P
窪
ω
O
一
）
と
「
封
自
存
在
」
（
憎
ゆ
霞
？
℃
○
信
7
。
。
鼠
）
の
一
ご
兀
的
な
封
立
・
葛
藤
の
謂
わ
ば

ド
ラ
マ
で
あ
る
。
印
璽
、
封
自
の
爾
存
在
は
、
そ
の
起
源
（
o
誌
σ
q
ぎ
。
）
に
蘭
し
て
い
え
ば
、
互
い
に
他
か
ら
演
繹
せ
ら
れ
得
ぬ
存
在
の
二

つ
の
根
本
タ
イ
プ
で
あ
り
、
鄭
自
存
在
が
封
自
存
在
に
甘
し
て
三
元
（
》
昌
夢
⇒
σ
9
）
で
あ
る
の
で
は
な
く
、
又
、
一
方
が
他
方
へ
移
行
す
る

（
卿
ぴ
窪
α
q
o
び
。
⇔
）
の
で
も
な
い
。
他
方
に
於
て
、
爾
存
在
は
途
に
そ
の
「
綜
合
」
（
望
導
冨
ω
o
）
の
姿
に
達
し
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
サ
ル

ト
ル
の
哲
學
が
、
極
ま
る
厨
、
　
「
二
元
論
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
も
此
庭
に
あ
る
。

　
小
論
で
は
、
サ
ル
ト
ル
存
在
論
の
ラ
イ
ト
モ
チ
ー
フ
で
あ
り
、
且
つ
、
一
見
し
た
所
、
極
め
て
形
式
的
で
内
容
の
乏
し
き
に
見
え
る
此

の
二
つ
の
存
在
概
念
の
由
來
・
経
歴
を
問
い
つ
つ
、
　
「
存
在
と
無
」
以
前
か
ら
「
存
在
と
無
」
に
到
る
サ
ル
ト
ル
の
思
索
の
主
動
向
を
明

ら
か
に
し
、
併
せ
て
、
此
の
爾
存
在
概
念
の
縛
し
い
遜
励
の
底
に
、
彼
の
人
間
存
在
の
根
本
把
握
が
あ
る
事
を
示
し
た
い
と
思
う
。
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一
九
三
六
年
か
ら
三
九
年
に
か
け
て
、
殆
ん
ど
年
代
を
同
じ
く
し
て
蛮
表
さ
れ
た
著
作
の
中
で
、
先
ず
、
「
三
身
」
ミ
U
ρ
乞
き
怨
気

（一

W
0
。
）
を
と
り
上
げ
て
み
よ
う
。
騰
験
と
し
て
の
嘔
氣
が
、
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
於
る
讐
不
安
」
（
》
羅
σ
脅
・
。
ρ
9
降
σ
q
鼠
ω
器
）

と
同
様
に
根
源
的
な
意
味
を
も
つ
と
す
れ
ば
、
嘔
氣
の
髄
験
を
通
じ
て
開
承
さ
れ
る
世
界
が
如
何
様
で
あ
る
か
、
を
明
確
に
す
る
事
は
麺

め
て
重
要
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
邸
自
・
封
自
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
五
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折
凱
罵
Ψ
研
究
　
　
第
四
百
六
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
六

　
「
僧
帽
」
の
主
人
公
で
あ
る
ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ
・
ロ
カ
ン
タ
ン
は
、
自
ら
の
手
記
の
語
る
所
に
よ
る
と
、
將
來
に
甥
に
こ
れ
と
い
う
希
望

を
持
っ
て
い
る
謬
で
な
く
、
無
燈
力
に
、
殆
ん
ど
惰
性
（
げ
鍵
鋤
。
）
に
近
い
仕
方
で
生
き
て
い
る
。
ロ
カ
ン
タ
ン
に
と
っ
て
、
霞
分
の
存

在
は
、
他
人
に
と
っ
て
も
霞
ら
に
封
し
て
も
「
鯨
計
者
」
（
α
o
跨
。
℃
）
ら
し
く
感
じ
ら
れ
、
辛
う
じ
て
彼
の
生
活
を
意
味
あ
ら
し
め
て
い

る
も
の
は
、
過
去
の
人
で
あ
る
ロ
ル
ボ
ン
の
謎
め
い
た
行
跡
を
遽
う
事
、
出
量
れ
ば
ロ
ル
ボ
ン
に
關
す
る
著
作
を
完
成
し
た
い
、
と
い
う

さ
さ
や
か
な
望
み
で
あ
る
。
携
に
そ
れ
を
世
に
闘
い
た
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
ロ
ル
ボ
ン
の
蝦
面
を
剥
ぎ
た
い
と
い
う
戯
れ
の

程
度
で
あ
る
。
差
し
當
っ
て
ロ
カ
ン
タ
ン
の
存
在
の
意
味
を
支
え
て
い
る
の
は
過
去
の
人
ロ
ル
ボ
ン
の
み
で
あ
り
、
ロ
ル
ボ
ン
に
轟
き
る
。

か
か
る
孚
ば
未
來
へ
の
志
向
を
閉
さ
れ
た
ロ
カ
ン
タ
ン
の
生
活
の
中
で
、
嘔
氣
は
汚
れ
た
小
石
を
素
手
に
握
る
と
い
う
些
細
な
経
験
か
ら

次
第
に
頭
を
も
た
げ
る
。
ロ
カ
ン
タ
ン
は
そ
の
嘔
氣
の
意
味
を
邉
う
と
も
な
く
求
め
、
終
局
に
到
っ
て
、
嘔
氣
が
外
な
ら
ぬ
「
存
在
」

（憶

艪
X
0
）
の
経
験
で
あ
る
事
を
悟
る
。

　
嘔
氣
は
物
の
存
在
の
端
的
に
し
て
直
接
的
な
把
握
の
繧
験
で
あ
る
。
普
通
、
臼
常
の
経
験
に
於
て
は
、
直
接
に
物
の
存
在
に
離
れ
る
事

は
稀
で
あ
る
。
我
々
に
と
っ
て
「
物
」
（
o
ぽ
。
ω
o
）
は
道
々
ハ
中
里
の
秩
序
の
中
で
、
有
意
味
性
と
い
う
マ
ス
ク
を
か
ぶ
っ
て
し
か
現
れ
な
い
。

所
謂
無
意
味
な
も
の
も
た
だ
意
味
に
照
し
て
無
意
昧
だ
と
輔
断
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
物
の
存
在
が
赤
裸
に
開
示
さ
れ
る
事
は
な
い
。
我
々

は
常
に
為
る
ノ
ル
ム
の
範
園
内
で
、
そ
の
都
度
、
一
定
の
ペ
ル
ス
ペ
ク
テ
ィ
ー
フ
に
基
い
て
物
を
見
、
又
、
物
に
燭
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
す
れ
ば
、
直
接
的
な
相
で
の
物
の
存
荘
を
捉
え
る
事
は
異
常
な
繊
來
事
で
あ
ろ
う
。
此
の
異
常
な
騰
験
を
サ
ル
ト
ル
は
「
嘔
氣
篇
と

名
付
け
た
。
物
が
端
的
に
そ
の
存
在
の
相
に
於
て
ロ
カ
ン
タ
ン
を
襲
う
。
テ
ー
ブ
ル
の
上
の
ビ
…
ル
瓶
が
、
突
然
、
ビ
ー
ル
瓶
で
あ
る
と

い
う
意
味
を
破
っ
て
、
　
「
丸
い
」
と
か
「
茶
褐
色
で
あ
る
臨
と
か
の
一
切
の
述
語
づ
け
の
彼
方
で
、
説
明
出
門
ぬ
も
の
と
し
て
現
れ
る
。

マ
ロ
ニ
エ
の
根
株
が
我
々
の
位
置
づ
け
と
計
量
を
超
え
て
塊
（
影
P
旨
陰
Q
α
O
）
と
し
て
盗
れ
出
す
時
、
ロ
カ
ン
タ
ン
は
嘔
氣
を
禁
じ
得
な
い
。

凡
ゆ
る
述
語
づ
け
の
彼
方
に
（
勉
信
　
儀
O
一
飲
　
創
O
）
「
物
は
存
在
す
る
」
秩
序
の
彼
方
に
、
無
秩
序
の
魂
と
な
っ
て
物
は
存
在
す
る
。
我
々
の

主
観
性
の
遙
か
彼
方
に
、
最
畢
、
主
観
性
に
駅
致
さ
れ
ぬ
姿
で
物
は
存
在
す
る
。
物
は
ま
さ
し
く
「
封
－
象
篇
（
o
ぴ
己
。
計
O
o
σ
q
o
苧
。
。
霞
⇔
9
）



　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

と
し
て
、
我
々
に
観
し
て
存
在
す
る
。
物
の
存
在
は
、
我
々
に
封
し
て
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
で
あ
り
、
　
よ
そ
よ
そ
し
い
（
ぎ
象
重
器
9
）
。
嘔

氣
は
不
透
明
（
o
℃
9
ぬ
朗
。
）
な
充
盗
（
や
綜
蝕
ε
仙
①
）
そ
の
も
の
で
あ
る
物
の
存
在
を
た
だ
辛
う
じ
て
受
働
的
（
娼
帥
。
。
。
。
罵
）
に
支
え
る
氣
分
で

あ
り
、
嘔
氣
に
於
て
我
々
が
出
生
う
の
は
ま
さ
し
く
「
裸
の
存
在
」
（
一
．
①
鍔
。
鐸
ε
で
あ
り
、
在
る
が
ま
ま
に
在
る
「
師
窟
存
在
」
で
あ

る
。
ロ
カ
ン
タ
ン
は
名
付
け
様
も
な
い
「
物
」
の
唯
中
に
い
る
。
言
葉
も
な
く
、
逃
れ
る
術
も
な
い
ま
ま
に
。

　
詰
ま
る
所
、
小
島
「
嘔
卜
し
は
、
重
っ
た
る
く
粘
着
的
な
即
慮
存
在
に
支
配
さ
れ
、
即
自
存
在
を
基
調
と
し
て
描
か
れ
た
世
界
で
あ
る
。

そ
し
て
、
物
で
あ
る
小
石
、
マ
ロ
ニ
エ
の
根
株
の
み
な
ら
ず
、
ロ
カ
ン
タ
ン
の
存
在
そ
の
も
の
も
即
自
存
在
に
浸
潤
せ
ら
れ
、
即
自
存
在

に
埋
没
し
た
相
で
描
か
れ
て
い
る
、
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
嘔
氣
の
氣
分
に
つ
い
て
は
、
サ
ル
ト
ル
は
「
存
在
と
無
」
の
中
で
詳
継
な
規
定
を
與
え
て
い
る
。
（
い
．
疑
お
2
冴
Z
鐙
簿
一
以
下
国
●
2

と
略
す
i
℃
φ
き
心
●
き
㊤
無
。
）
け
れ
ど
も
、
差
し
當
っ
て
重
要
な
事
は
、
嘔
氣
が
「
即
答
二
仔
在
」
に
つ
い
て
の
謂
わ
ば
關
…
眼
の
経
験
に
外

な
ら
ぬ
事
を
銘
詑
す
る
事
で
あ
る
。
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二

　
先
ず
も
っ
て
翻
自
的
な
物
の
存
在
を
確
認
し
、
印
自
存
在
に
理
没
し
た
相
で
の
人
間
存
在
を
描
き
な
が
ら
、
他
方
に
鋳
て
、
サ
ル
ト
ル

は
か
か
る
邸
霞
存
在
ご
兀
の
世
界
か
ら
の
脱
出
、
部
磨
存
在
か
ら
の
人
間
存
在
の
解
放
を
企
醒
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
「
嘔
氣
」
の
出
版
に
先
立
つ
一
九
三
六
年
に
サ
ル
ト
ル
は
「
想
像
力
」
　
ミ
ピ
、
一
筥
帥
σ
q
ぎ
曽
江
。
づ
や
を
書
い
て
い
る
。
又
、
「
罪
源
」
の
翌

年
、
三
九
年
に
は
「
想
像
的
な
も
の
」
養
い
．
H
B
鮫
ぴ
q
ぎ
蝕
お
ミ
が
出
版
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
近
世
認
識
論
に
漁
る
想
像
論
の
難
購
を
詣
毒

し
た
批
鋼
的
著
遽
で
あ
り
、
後
者
は
前
者
か
ら
一
歩
進
ん
で
、
積
極
的
に
自
ら
の
想
像
論
を
展
開
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
＊
　
　
「
嘔
氣
」
を
挾
ん
で
の
此
等
想
像
の
問
題
を
扱
っ
た
二
言
を
、
一
慮
、
一
括
し
て
サ
ル
ト
ル
の
「
想
像
論
」
と
呼
ん
で
よ
い
と
思
う
。

　
重
宝
で
我
々
は
、
サ
ル
ト
ル
が
想
像
的
意
識
（
O
O
5
0
。
禽
O
ゆ
O
O
誓
P
帥
び
q
μ
コ
9
訂
く
O
）
の
自
由
（
目
び
自
鼠
）
と
呼
ぶ
も
の
に
画
室
を
託
て
よ
う
。

　
　
　
　
卵
霞
・
封
趨
の
二
覚
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
悶
学
研
究
　
　
箪
叩
四
頁
六
十
－
颯
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
八

　
彼
は
「
想
像
」
（
μ
き
凶
σ
q
μ
⇔
簿
昔
囲
O
類
）
を
「
二
九
」
（
℃
霧
o
o
讐
陣
。
峯
）
か
ら
薩
督
す
る
事
に
よ
っ
て
、
特
に
想
像
に
顯
著
で
あ
る
特
有
の
構

造
（
ω
け
弓
9
0
什
麟
憎
O
）
を
明
ら
か
に
す
る
。
即
ち
、
知
魔
が
そ
の
封
象
（
o
蕊
魯
）
と
し
て
現
認
に
（
欲
鉱
）
存
在
す
る
物
を
も
ち
、
「
現
實
に
存

在
す
る
物
篇
の
知
魔
で
あ
る
に
封
し
て
、
想
像
は
知
畳
と
等
し
く
超
越
的
な
（
轡
門
簿
嵩
ω
6
0
管
財
9
】
P
紳
）
も
の
を
自
ら
の
封
蝋
と
は
す
る
が
、
そ

の
當
の
具
象
は
現
饗
に
は
存
在
し
な
い
。
想
像
さ
れ
た
封
象
で
あ
る
「
心
像
」
（
囲
き
簿
σ
q
o
）
は
「
原
理
的
不
在
」
（
軸
ぴ
零
ご
o
o
匹
。
箕
ぼ
9
℃
。
）

或
い
は
、
「
本
質
的
室
無
性
隔
（
⇔
伽
9
揮
θ
　
O
Q
臓
o
o
O
⇔
け
陣
0
一
）
（
ぴ
．
困
欝
お
ぎ
p
ぎ
．
マ
ト
。
器
）
と
し
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
封
象
の
現
實
的
な

存
在
・
非
存
在
を
メ
ル
ク
マ
…
ル
と
し
て
想
像
を
知
畳
か
ら
匪
下
し
た
上
で
、
か
か
る
非
現
實
の
存
在
を
封
象
と
す
る
想
像
に
特
有
な
構

造
を
問
う
課
で
あ
る
。
邸
ち
、
想
像
的
意
識
は
ま
さ
に
非
現
實
の
存
在
を
封
象
と
す
る
が
故
に
、
現
實
の
諸
々
の
心
象
か
ら
は
距
離
を
と

り
、
挙
挙
の
世
界
を
一
括
し
て
否
定
し
、
そ
の
否
定
さ
れ
た
貸
在
の
世
界
の
全
射
の
圏
外
に
（
ぽ
O
聴
ω
　
傷
層
勲
け
轡
O
一
⇔
け
O
）
自
ら
の
蝉
茸
を
措
定

す
る
事
を
意
味
す
る
。
け
だ
し
、
同
じ
ひ
と
つ
の
意
識
が
同
時
に
知
雄
し
、
且
つ
、
想
像
す
る
事
の
不
．
司
能
な
丹
心
で
あ
る
。

　
從
っ
て
、
想
像
す
る
意
識
（
o
o
三
士
。
箒
o
o
一
B
騨
σ
q
＄
簿
④
）
は
露
ら
の
封
象
で
あ
る
心
像
に
食
し
て
は
欝
在
の
世
界
を
「
無
」
（
⇔
鈴
暑
）

と
し
て
措
定
す
る
と
共
に
、
現
職
に
存
在
す
る
世
界
に
封
し
て
は
心
像
を
「
無
」
と
し
て
措
定
す
る
。
印
ち
、
「
二
重
の
骨
化
」
（
鳥
o
o
虹
。

ご
伽
9
昏
江
。
。
9
匡
。
鄭
）
が
想
像
的
意
識
の
本
質
構
造
と
せ
ら
れ
る
。

　
所
で
、
サ
ル
ト
ル
が
想
像
的
意
識
の
自
由
と
睡
ぶ
の
は
此
の
二
重
の
無
化
作
趨
の
事
で
あ
る
が
、
か
か
る
意
味
で
の
自
由
は
想
像
的
意

識
に
の
み
蹄
す
る
の
か
、
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
　
「
想
像
と
は
意
識
の
経
験
的
。
附
帯
的
能
力
（
信
嵩
℃
O
憎
く
O
マ

㊦
碁
鳳
泣
疎
鐸
。
象
ω
竃
＆
o
蓉
傷
）
で
は
な
く
て
、
意
識
が
宮
ら
の
自
由
を
貸
現
す
る
隈
り
で
の
意
識
の
全
騰
（
一
儀
O
O
¢
匂
駐
O
一
〇
】
P
O
O
轡
O
¢
け
O
】
P
轡
一
伊
【
O
）

で
あ
る
」
（
ド
、
黒
き
薦
ぎ
葺
0
ワ
器
①
）
か
ら
で
あ
り
、
「
参
る
意
識
が
想
像
力
を
働
か
せ
得
る
爲
に
は
、
そ
の
意
識
は
自
ら
の
本
牲
そ
の
も
の

に
よ
っ
て
、
世
界
を
菟
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
霞
ら
の
内
か
ら
世
界
に
介
し
て
後
退
し
た
姿
勢
（
β
琴
芝
。
ω
回
ぼ
。
β
幽
。
嵩
。
巳
）
を
6
1
き
出
し

得
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
雷
で
云
え
ば
、
意
識
は
自
歯
で
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
ピ
、
ぎ
曇
§
ぎ
”
℃
●
卜
。
も
。
心
）
と
し
て
、

想
像
的
意
識
の
自
由
は
意
識
そ
の
も
の
の
自
由
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。



　
　
　
と
す
る
と
、
「
想
像
論
」
は
、
意
識
が
無
意
さ
る
べ
き
も
の
と
し
て
の
賞
誉
の
世
界
を
持
つ
限
り
に
於
て
、
「
世
界
内
存
在
」
（
囲
、
Φ
自
？

　
　
α
ρ
竪
臼
－
営
。
⇔
自
。
）
で
あ
り
な
が
ら
も
、
ま
さ
に
現
實
の
世
界
、
つ
ま
り
、
即
自
存
在
を
無
化
し
得
る
黙
に
於
て
邸
自
的
世
界
か
ら
菟
れ

　
　
て
い
る
事
を
確
認
す
る
試
み
、
換
心
す
れ
ば
、
印
自
存
在
か
ら
の
意
識
の
解
放
の
試
み
と
し
て
位
置
づ
け
る
事
が
出
託
る
。
　
「
鎗
金
」
の

　
　
即
自
存
在
一
元
に
代
っ
て
、
郎
霞
存
在
・
饗
・
意
識
の
存
在
、
印
画
・
封
・
灘
自
の
二
元
同
封
立
が
素
描
さ
れ
た
と
み
る
事
が
壁
越
る
。

　
　
　
然
し
、
郎
自
存
在
と
封
自
存
在
を
正
当
き
っ
て
互
い
に
ヘ
テ
ロ
ン
と
し
て
登
場
さ
せ
る
に
は
未
だ
鼠
輩
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
と
い
う
の
も
、
　
「
想
像
論
」
に
於
る
意
識
の
自
由
と
は
、
軍
に
外
的
に
翻
心
的
に
存
在
す
る
物
、
實
在
の
世
界
か
ら
意
識
が
自
由
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
づ
　
　
で
　
　
つ
　
　
ゐ
　
　
も

　
　
事
を
意
味
す
る
が
、
若
し
、
意
識
そ
の
も
の
が
自
ら
の
内
に
何
等
か
即
金
的
な
も
の
を
留
め
て
い
る
と
す
れ
ば
、
意
識
が
郎
　
自
存
在
か
ら

　
　
全
面
的
に
自
由
で
あ
る
、
と
は
云
え
な
い
。
換
言
す
れ
ば
、
即
醗
存
在
と
謝
自
存
在
の
皇
別
は
未
だ
陵
昧
で
あ
り
、
聾
者
を
根
本
的
に
そ

　
　
の
存
在
の
タ
イ
プ
を
異
に
す
る
二
元
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
事
は
畠
來
な
い
。
意
識
が
全
面
的
に
卵
自
的
な
決
定
論
（
伽
伽
轡
①
『
b
P
一
驚
一
g
o
圏
P
O
）

　
　
を
細
れ
、
純
粋
に
自
信
性
（
。
・
℃
o
昌
欝
欝
鉱
厳
）
で
あ
る
爲
に
は
、
意
識
は
慮
ら
の
内
に
一
片
の
部
自
存
在
も
許
容
し
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば

　
　
な
ら
な
い
。
此
の
黙
に
淫
し
て
は
、
「
想
像
論
」
の
論
究
は
必
ら
ず
し
も
充
分
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
、
三
六
年
の
「
想
像
力
」

　
　
の
「
結
論
」
で
は
、
　
「
元
來
、
意
識
と
、
そ
れ
に
つ
い
て
の
意
識
が
あ
る
そ
の
何
物
か
と
の
間
に
は
根
本
的
な
癌
携
が
生
ず
る
。
（
瓢
欝
。

　
　
集
の
酔
ぎ
。
識
。
揮
鎚
象
6
巴
o
o
⇒
鍔
。
寅
o
o
蕊
良
①
φ
◎
o
簿
8
鳥
。
暑
篇
k
讐
8
湧
。
δ
鐸
o
o
）
。
そ
れ
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
に
せ
よ
、
意

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　
識
の
封
象
は
（
反
省
的
意
識
の
場
合
は
除
い
て
）
原
理
的
に
意
識
の
外
（
犀
。
議
匹
。
冨
o
O
霧
。
δ
b
o
o
）
に
あ
り
、
師
ち
、
そ
れ
は
超
越

　
　
的
（
轡
弓
9
欝
ω
O
ゆ
降
伽
讐
】
P
け
）
で
あ
る
」
（
ピ
、
H
諺
帥
σ
q
β
㌶
ご
罰
唱
’
一
電
）
と
さ
れ
て
い
る
。
と
す
る
と
、
反
省
的
意
識
（
o
o
霧
。
δ
詳
o
o
勘
鷹
。
窪
く
。
）

　
　
の
場
合
に
は
、
そ
の
意
識
の
封
象
は
意
識
の
中
に
内
在
す
る
が
如
き
で
あ
り
、
そ
の
限
り
で
は
、
印
自
存
在
と
意
識
の
麗
溺
は
未
だ
中
途

　
　
坐
－
端
だ
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
か
く
て
、
當
爾
の
問
題
は
、
若
し
、
意
識
が
眞
に
霞
ら
に
封
ず
る
全
き
透
明
性
（
跨
ρ
蕊
℃
9
お
8
0
℃
〇
二
弓

　
　
ω
鼠
）
で
あ
り
、
自
ら
の
内
に
如
鶴
な
る
即
自
存
在
の
介
在
も
許
さ
ぬ
と
す
れ
ば
、
外
な
ら
ぬ
反
省
的
意
識
の
封
象
も
意
識
に
と
っ
て
超
越

　
　
的
な
も
の
で
あ
る
事
を
示
す
必
要
が
あ
る
、
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
し
て
墨
黒
、
「
エ
ゴ
の
超
越
」
築
ぴ
9
日
銭
霧
。
⑰
⇔
細
孔
昌
o
o

騰　
　
　
　
　
　
即
自
・
封
自
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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囲、

H
σ
q
o
ミ
（
一
8
c
O
）
は
か
か
る
意
識
純
化
の
試
み
と
し
て
理
解
す
る
事
が
出
隠
る
。

八
○

三

　
「
エ
ゴ
の
超
越
」
と
は
、
エ
ゴ
が
意
識
に
署
し
て
超
越
的
な
一
封
象
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
っ
て
、
　
「
エ
ゴ
は
形
式
的
（
♂
磁
き
？

臨
。
筥
。
簿
）
に
も
、
實
質
的
（
管
更
質
地
。
臨
。
導
。
艮
）
に
も
意
識
の
中
に
あ
る
の
で
は
な
い
。
エ
ゴ
は
外
、
世
界
の
中
に
あ
り
、
（
㍑
窪
瞥

仙
。
げ
○
麟
創
㊤
蕊
冷
ヨ
。
⇒
匹
。
）
他
人
の
エ
ゴ
と
等
し
く
、
世
界
の
一
存
在
者
（
質
降
Φ
欝
、
の
鳥
⊆
憾
P
O
⇒
匹
O
）
で
あ
る
」
　
（
閃
。
。
｝
お
8
ぴ
＄
旨
旨
？

。。

B
喜
賞
鶴
霧
＜
H
…
以
下
、
茅
℃
と
略
す
ー
ワ
。
。
U
）
こ
と
、
此
れ
が
サ
ル
ト
ル
の
示
そ
う
と
す
る
要
旨
で
あ
る
。

　
飯
で
、
此
の
場
合
、
サ
ル
ト
ル
の
立
場
は
、
「
エ
ゴ
の
超
越
一
現
象
畢
的
記
述
の
素
描
f
」
ミ
ぴ
9
目
鎚
骨
o
o
コ
住
卸
鐸
o
o
創
。
ピ
．
国
σ
q
o
・

一
国
質
鼠
ω
。
。
o
鳥
、
島
琴
鳥
。
。
。
o
弓
首
怠
。
籍
℃
プ
俸
瓢
o
B
曾
。
δ
σ
q
δ
ρ
o
ミ
　
　
と
い
う
副
題
か
ら
も
明
ら
か
な
様
に
、
現
象
學
的
立
場
で
あ
っ
て
、

遅
植
、
フ
ッ
サ
ー
ル
に
負
う
所
が
大
き
い
が
、
蜜
際
に
は
、
現
象
學
的
還
元
（
象
。
℃
び
一
疋
。
き
。
⇔
巳
。
σ
q
謝
。
げ
。
労
①
創
麟
ぎ
δ
芦
）
　
の
方
法
を

徹
底
す
る
結
果
、
反
っ
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
自
我
論
を
批
判
す
る
事
に
な
る
。
サ
ル
ト
ル
自
身
の
自
我
槻
を
明
確
に
す
る
爲
に
、
一
慮
、

フ
ッ
サ
ー
ル
の
自
我
論
を
簡
輩
に
反
省
し
て
み
る
と
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
自
我
論
は
大
き
く
み
て
次
の
三
つ
に
旺
劉
さ
れ
得
る
。

　
ω
　

「
論
理
研
究
」
モ
ぴ
○
σ
q
猷
。
げ
o
d
ロ
呂
屋
o
o
ぴ
餌
質
σ
q
o
β
ミ
で
は
、
フ
ッ
サ
…
ル
は
自
我
（
囲
。
げ
）
の
自
立
的
な
（
鉱
σ
q
o
難
山
⇔
毎
σ
q
）
存

在
を
根
本
的
に
否
定
し
、
自
我
を
ア
ク
ト
（
〉
閃
轡
）
、
印
「
ち
、
馬
験
流
（
鵠
既
。
び
⇔
誌
ω
窪
。
誉
）
　
の
統
一
　
（
牌
誓
ぴ
。
詳
）
　
の
箪
な
る
「
表
示
」

（
ご
⇔
・
N
。
8
ぎ
毒
σ
q
）
に
過
ぎ
ぬ
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　
㈲
　
所
が
、
「
イ
デ
ー
ン
漏
ミ
鋭
の
9
N
蝶
。
ぎ
窪
お
ぎ
。
⇒
勺
げ
餅
嵩
。
欝
。
⇔
o
δ
σ
q
器
同
日
鳥
℃
げ
9
、
⇔
o
ヨ
。
⇔
o
δ
σ
肴
『
o
び
。
鄭
℃
げ
出
。
。
。
o
℃
窯
。
ミ
で
は
、

純
粋
自
我
（
騰
O
坤
⇔
O
◎
o
　
H
O
び
）
は
、
凡
ゆ
る
霊
験
が
其
庭
か
ら
放
射
し
（
勲
器
。
。
跨
効
三
〇
膨
）
、
其
庭
へ
と
再
び
還
食
す
る
　
（
N
郎
銭
。
評
σ
q
o
げ
0
5
）

ア
ク
ト
の
統
一
極
（
国
ぎ
ゲ
。
翻
。
。
℃
9
）
と
せ
ら
れ
る
。
「
自
我
は
ア
ク
ト
の
中
に
現
心
的
に
（
ρ
騨
貯
。
ε
生
き
て
い
る
」
（
鑓
。
窪
H
‘
ω
二
簿
）

か
く
て
、
純
粋
自
我
は
先
験
的
意
識
の
内
部
で
、
機
能
的
に
も
、
存
在
的
に
も
、
重
要
な
役
劉
を
演
ず
る
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
、
此
庭



　
　
で
は
、
良
我
は
鍛
早
、
謄
験
流
の
統
一
の
形
式
的
な
表
示
で
は
な
く
、
　
「
論
理
研
究
」
の
立
場
は
完
全
に
抹
殺
さ
れ
て
い
る
、
と
い
っ
て

　
　
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
然
し
乍
ら
、
フ
ッ
サ
…
ル
は
、
先
験
的
な
純
粋
露
我
を
完
全
に
意
識
内
濠
的
な
も
の
と
す
る
に
は
多
少
氣
が
ひ
け
た
、
と
み
る
事
が
出

　
　
量
る
。
即
ち
、
純
粋
自
我
は
、
そ
れ
膚
騰
は
「
如
何
な
る
埋
藏
さ
れ
た
内
的
な
窟
（
ぎ
ぎ
く
。
普
。
薦
2
0
昌
ぎ
跡
。
お
昌
》
臨
9
葺
営
窪
）

　
　
を
持
た
な
い
」
（
霞
①
窪
．
回
囮
’
ω
「
一
〇
劔
）
絶
封
に
輩
純
な
（
o
貯
賦
島
戸
）
も
の
で
あ
っ
て
、
た
だ
辛
う
じ
て
ア
ク
ト
の
出
機
黙
（
涛
二
薦
9
コ
σ
q
。
。
－

　
　
勺
麟
郎
露
）
と
し
て
そ
の
存
在
を
告
げ
知
ら
せ
る
に
過
ぎ
な
い
。
純
粋
慮
我
は
、
從
っ
て
、
そ
れ
自
習
と
し
て
は
室
鷹
な
（
冷
。
鴨
）
　
も
の
で

　
　
あ
っ
て
、
主
題
的
に
は
捉
え
ら
れ
な
い
も
の
と
さ
れ
る
。
印
ち
、
純
粋
自
我
は
、
成
程
、
世
界
と
経
験
的
主
観
性
の
現
象
學
的
排
除
の
末

　
　
に
残
っ
た
「
現
象
聡
慧
塁
壁
」
（
蜘
器
℃
ゲ
餅
⇔
o
碁
○
⇔
o
δ
σ
亀
冴
。
財
。
彊
。
。
。
箆
煽
彊
鑓
）
で
あ
る
に
か
か
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
特
殊
な
超
越
、
「
内
在

　
　
に
揚
る
超
越
」
（
国
一
鄭
①
　
目
論
簿
⇔
ω
N
O
⇔
匹
O
欝
N
　
博
回
P
　
鳥
O
罵
　
H
き
醤
気
嵩
0
欝
N
）
（
巴
9
詳
野
。
。
．
説
。
。
）
と
い
う
甚
だ
睡
昧
な
性
格
を
隔
れ
得
な
い
の
で

　
　
あ
る
。

　
　
　
㈲
②
に
於
る
室
髭
な
自
我
（
（
闘
簿
匂
α
　
一
〇
〇
村
O
　
囲
O
び
）
は
「
デ
カ
ル
ト
的
省
察
」
疑
○
三
皇
。
。
貯
巳
。
。
o
ぴ
。
鍵
。
創
一
翼
瓢
。
鐸
。
⇔
ミ
に
到
る
と
、
「
慣

　
　
習
的
特
性
の
基
膿
」
（
留
げ
し
・
霞
舞
姫
窪
匿
瓢
窪
轟
轟
図
凶
σ
q
①
旨
簿
窪
）
と
し
て
登
場
す
る
。
「
自
我
は
自
己
を
肖
己
自
身
に
廉
し
て
、
謂

　
　
わ
ぱ
、
歴
史
の
統
一
に
於
て
椴
成
す
る
〕
（
O
鋤
困
一
・
　
竃
O
α
陣
酔
9
け
剛
O
笥
O
⇔
。
　
◎
Q
●
　
一
〇
㊤
）
　
自
我
は
腿
…
史
的
と
な
る
。
私
の
此
れ
迄
の
歴
史
的
な
硬
論
の

　
　
沈
澱
物
（
ω
o
貝
覆
。
馨
。
）
で
あ
る
慣
習
が
潜
在
的
に
私
の
霞
我
生
活
の
基
盤
を
提
供
し
、
劇
我
は
重
く
、
モ
ナ
ド
（
羅
。
昌
効
α
o
）
　
へ
、
更

　
　
に
は
人
格
（
層
鍵
し
。
o
鄭
）
へ
と
實
質
的
内
容
を
増
し
て
ゆ
く
。

　
　
　
採
て
、
以
上
三
つ
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
自
我
観
の
内
、
サ
ル
ト
ル
が
聞
題
と
し
、
批
判
す
る
の
は
㈲
の
先
験
的
純
粋
晦
我
の
立
場
で
あ
る
。

　
　
師
ち
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
心
理
・
物
理
的
霞
我
（
U
鋤
。
。
℃
照
O
げ
O
も
び
巻
討
O
げ
O
囲
O
ゲ
）
を
超
越
的
な
る
が
故
に
先
験
的
意
識
か
ら
排
除
し
た
が
、

　
　
純
梓
自
我
も
又
、
そ
の
一
種
の
超
越
性
、
「
内
在
に
覚
る
超
越
」
の
故
に
先
験
的
意
識
か
ら
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
「
磨
我
の
特
別
扱
い

　
　
は
現
象
學
と
は
全
く
無
縁
な
、
形
而
上
學
的
・
乃
至
・
批
鋼
的
先
入
観
に
よ
る
の
で
な
け
れ
ば
ど
う
し
て
説
明
さ
れ
る
か
。
一
中
略
i

脚　
　
　
　
　
　
卸
富
・
封
自
の
二
髭
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
一
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二

凡
ゆ
る
超
越
は
エ
ポ
ケ
ー
に
よ
っ
て
排
除
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
拶
●
℃
・
＜
團
．
℃
。
㊤
U
）
と
サ
ル
ト
ル
は
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
歳
我
は
、
超

越
的
（
育
蒸
器
。
窪
畠
馨
）
で
あ
る
限
り
、
先
験
的
（
跨
鋤
骨
8
⇔
諭
旨
鉱
）
で
は
な
い
。
從
っ
て
、
先
験
的
自
我
な
る
概
念
は
矛
盾
概
念
で

あ
る
。
自
我
は
、
若
し
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
端
的
に
超
越
的
な
も
の
と
し
て
存
在
す
る
か
、
さ
も
な
く
ば
、
意
識
の
統
一
の
軍
な
る
表

示
に
過
ぎ
ぬ
か
の
い
ず
れ
か
で
あ
っ
て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
の
㈲
の
立
場
は
、
先
験
的
手
玉
に
も
と
る
も
の
と
し
て
斥
け
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
サ
ル
ト
ル
自
身
は
自
我
を
ど
う
考
え
る
の
か
。
彼
は
、
所
謂
、
先
験
的
慮
我
が
、
通
常
、
何
故
に
必
要
と
せ
ら
れ
た
か
、

そ
の
理
膓
を
吟
味
す
る
。
そ
し
て
、
自
我
が
、
逓
常
、
意
識
の
持
つ
「
統
一
性
」
（
o
⇔
凶
ま
）
と
「
内
面
性
」
（
ヨ
a
風
○
誌
審
）
　
の
生
産
者

（
箕
○
含
。
g
母
）
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
事
に
着
旨
し
、
意
識
の
持
つ
統
一
性
・
内
儀
性
が
自
我
を
必
要
と
し
な
い
で
．
司
能
で
あ
る
事

を
示
し
さ
え
ず
れ
ば
問
題
は
片
付
く
と
考
え
る
。

　
先
ず
、
統
一
姓
に
旨
し
て
い
え
ば
、
意
識
は
、
本
來
、
現
象
學
の
根
本
原
理
で
あ
る
志
向
性
に
則
っ
て
自
己
自
ら
を
超
越
し
、
超
越
的

な
諸
封
象
に
關
…
わ
り
つ
つ
、
脱
自
的
に
（
①
属
欝
篤
ρ
聲
。
筥
①
簿
）
窟
ら
を
統
一
す
る
の
で
あ
り
、
葭
ら
の
内
に
統
一
極
と
し
て
の
自
我
を
含

む
必
要
は
な
い
。
過
去
志
向
（
圃
。
欝
纂
δ
⇔
）
・
現
在
・
未
來
志
陶
（
℃
屑
。
器
纂
ご
ゆ
）
と
い
う
三
次
元
的
な
脱
自
省
統
一
こ
そ
が
意
識
の
本

性
そ
の
も
の
の
統
一
で
あ
り
、
か
か
る
意
識
に
と
っ
て
は
特
鵬
に
膚
我
の
綜
合
的
・
統
一
的
な
力
は
不
要
で
あ
る
、
と
サ
ル
ト
ル
は
考
え

る
。

　
又
、
意
識
の
内
弼
性
に
つ
い
て
は
、
意
識
は
、
本
署
、
自
己
麟
ら
に
よ
っ
て
し
か
限
定
さ
れ
な
い
全
き
自
登
性
（
。
・
唱
。
露
華
傷
ま
）
で
あ

・
り
、
純
糠
な
「
個
性
」
（
ぎ
凸
く
達
信
巴
騨
傷
）
で
あ
っ
て
、
「
鷺
我
は
、
意
識
の
此
の
傳
達
不
可
能
性
（
ぎ
o
O
き
臼
離
巳
。
鋤
げ
注
尽
）
と
内
面
性

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の
表
現
（
o
誕
℃
屑
o
o
。
o
。
μ
o
⇒
）
で
あ
っ
て
、
（
條
件
で
は
な
い
）
」
（
囲
〃
・
ダ
く
轡
ワ
。
。
Φ
）
と
考
え
ら
れ
る
。

　
つ
ま
り
、
意
識
の
方
が
、
私
の
自
我
の
統
一
性
と
人
霧
性
（
℃
o
屋
○
⇔
自
記
傷
）
を
、
司
能
に
す
る
の
で
あ
っ
て
、
先
験
的
自
我
は
存
在
理
由

を
持
た
な
い
、
と
い
う
結
論
に
蓮
す
る
。
此
の
場
合
、
サ
ル
ト
ル
の
立
場
は
明
ら
か
に
「
論
理
研
究
」
の
フ
ッ
サ
ー
ル
の
立
場
、
即
ち
、

膚
我
は
先
験
的
意
識
の
統
一
の
軍
な
る
「
表
示
」
に
過
ぎ
ぬ
と
す
る
立
場
に
通
ず
る
で
あ
ろ
う
。



　
以
上
の
如
く
、
サ
ル
ト
ル
の
考
え
る
自
我
は
、
最
早
、
先
験
的
で
も
構
成
的
で
も
な
く
て
、
む
し
ろ
、
購
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
所

で
、
前
反
省
的
意
識
（
o
o
蕊
9
0
洋
o
o
℃
鼠
器
難
解
。
田
。
）
！
第
一
次
・
乃
至
・
非
反
省
的
意
識
（
8
霧
9
9
さ
。
伽
自
℃
き
暴
酒
窪
儀
。
騎
ぽ
o
O

騨
み
譲
o
o
ぼ
。
）
　
と
も
呼
ば
れ
る
一
の
場
合
に
は
措
定
さ
れ
る
も
の
は
志
向
的
封
象
の
側
で
あ
っ
て
、
其
庭
で
は
、
感
我
の
現
れ
る
鯨
骨

は
な
い
。
虜
我
は
第
二
次
的
・
乃
至
・
反
省
的
意
識
（
8
湧
鼠
。
ゆ
o
o
α
9
。
。
0
8
昌
侮
①
α
σ
σ
q
み
。
φ
鼠
灘
俸
罠
の
）
の
際
に
現
れ
る
。
と
い
っ

て
も
、
勿
論
、
反
省
す
る
意
識
に
内
在
す
る
も
の
と
し
て
で
な
く
、
反
省
を
通
じ
て
輿
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
反
省
的
意
識
の
ノ
エ
マ
的

統
一
　
（
回
、
自
巳
鼠
⇔
o
o
誉
曽
臥
鍛
O
o
）
と
し
て
で
あ
る
。
自
我
は
、
調
わ
ば
反
省
の
ノ
エ
マ
羽
根
嗣
者
で
あ
っ
て
，
ノ
エ
シ
ス
的
統
一
で
は

な
い
。
か
よ
う
に
、
薗
我
の
出
現
（
℃
弾
器
芦
o
o
）
は
反
省
的
意
識
と
不
可
分
に
結
び
つ
き
、
前
反
省
的
意
識
か
ら
反
省
的
意
識
へ
の
声
様

（
b
P
O
三
訂
跨
O
効
け
睡
O
⇔
）
は
軍
に
素
朴
（
⇔
驚
く
。
叡
）
さ
の
喪
失
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
自
我
の
出
現
に
あ
る
。
（
節
ダ
≦
●
ワ
露
）
と
さ
え
云

え
る
の
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
反
省
的
意
識
が
慮
我
を
充
全
に
明
謹
的
に
捉
え
る
か
、
と
い
う
と
そ
う
で
は
な
い
。
自
我
は
辛
う
じ
て
横

目
（
伽
O
　
O
O
ど
P
　
島
ゆ
　
鴨
◎
①
媒
）
で
し
か
見
ら
れ
な
い
。
（
拶
。
や
ぐ
回
．
三
器
）
と
い
う
の
も
、
元
々
、
陰
我
は
そ
れ
自
益
と
し
て
は
室
麗
で
あ

り
、
諦
膿
験
の
統
一
の
翠
な
る
表
示
に
過
ぎ
ぬ
か
ら
で
あ
る
。

　
更
に
、
サ
ル
ト
ル
は
「
白
目
窪
の
貿
質
的
現
存
の
理
論
」
（
目
げ
傷
○
器
鳥
。
貯
℃
は
ω
o
洋
o
o
韓
9
鼠
臨
。
に
。
α
∬
窯
9
）
（
菊
・
℃
．
＜
轡
℃
・
り
O
）
「
エ

ゴ
の
構
成
」
（
o
O
同
姦
鋤
ε
銘
。
雛
q
o
一
、
団
σ
9
0
）
（
搾
勺
．
一
〇
〇
）
に
鱗
…
れ
、
自
我
が
「
行
動
」
（
9
0
訟
○
β
）
、
「
状
態
」
（
傷
郵
け
）
、
或
い
は
、
「
性
質
」

（
ぬ
§
一
ま
）
の
「
極
」
（
℃
黛
O
）
と
し
て
賢
質
的
に
構
成
さ
れ
る
経
過
を
見
、
「
行
動
」
の
統
一
と
し
て
「
我
れ
」
Q
O
）
と
い
う
形
で
現
れ

る
に
し
ろ
、
「
状
態
」
、
或
い
は
、
「
性
質
」
の
統
一
と
し
て
「
我
」
（
鼠
○
凶
）
と
い
う
形
で
現
れ
る
に
し
ろ
、
エ
ゴ
は
意
識
に
と
っ
て
超
越

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

的
封
象
で
あ
る
に
謙
り
な
く
、
．
「
我
れ
と
は
一
貫
の
他
人
で
あ
る
」
Q
o
o
雪
煽
昌
騨
纂
器
）
と
い
う
ラ
ム
ボ
…
の
言
葉
を
虞
相
を
う
が
っ

た
も
の
と
し
て
賛
意
を
も
つ
て
引
用
し
て
い
る
。
（
労
。
弓
．
ぐ
ピ
℃
．
一
一
⑩
）

四

5i9

脚
自
・
封
自
の
二
　
兀
性
を
め
ぐ
っ
て

八
三



520

　
　
　
　
哲
墨
・
研
究
　
　
第
四
百
六
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四

　
採
て
、
本
論
に
立
ち
戻
っ
て
い
え
ば
、
「
エ
ゴ
の
超
越
」
は
、
「
想
像
論
」
に
穫
る
意
識
の
部
隊
存
在
か
ら
の
解
放
を
更
に
意
識
の
内
部

迄
徹
底
さ
せ
、
意
識
が
自
ら
の
内
に
一
片
の
郎
…
掬
存
在
も
許
容
せ
ぬ
も
の
で
あ
る
事
を
確
認
す
る
決
定
的
な
試
み
で
あ
っ
た
と
理
解
す
る

事
が
出
塗
る
。
先
に
冤
た
、
　
「
想
像
力
」
の
「
結
論
」
に
繋
る
が
如
き
、
反
省
的
意
識
の
場
合
に
は
そ
の
野
象
が
意
識
に
内
在
す
る
か
の

如
き
瞳
昧
さ
は
「
エ
ゴ
の
超
越
」
で
は
完
全
に
克
服
さ
れ
て
い
る
と
み
る
事
が
忌
敵
る
で
あ
ろ
う
。
か
く
て
、
　
「
嘔
氣
」
の
即
自
存
在
の

一
元
的
世
界
に
始
ま
る
サ
ル
ト
ル
の
思
索
は
、
「
想
像
論
」
・
「
エ
ゴ
の
超
越
」
を
経
て
、
徹
底
し
た
意
識
純
化
の
道
と
し
て
跡
づ
け
得
る

の
で
あ
り
、
此
の
事
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
、
物
の
存
在
に
封
ず
る
意
識
の
存
在
、
鄭
ち
、
　
「
部
欝
存
在
」
に
封
ず
る
「
封
自
存
在
」
と

い
う
二
元
的
封
立
が
漸
次
表
明
的
と
な
っ
て
き
た
事
を
意
味
す
る
。
然
し
、
　
「
嘔
氣
」
は
即
縮
的
批
界
の
開
練
で
あ
り
、
成
程
、
濁
流
的

小
論
と
は
い
え
所
詮
小
読
で
あ
る
。
又
、
「
想
像
論
」
・
「
エ
ゴ
の
起
越
」
は
そ
れ
白
糠
と
し
て
は
一
特
殊
研
究
の
枠
を
出
る
も
の
で
な
く
、

部
農
，
存
在
と
封
密
存
在
が
「
存
在
論
」
（
o
舞
。
δ
σ
q
δ
）
の
主
題
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
「
存
在
と
無
」
を
倹
っ
て
初
め
て
可
能
で

あ
っ
た
。

　
か
く
て
今
、
　
「
そ
れ
故
、
哲
學
の
第
一
歩
は
、
意
識
か
ら
物
を
追
放
し
、
意
識
と
世
界
と
の
眞
の
關
…
係
、
即
ち
、
意
識
は
世
界
に
つ
い

て
の
定
立
的
な
意
識
で
あ
る
（
ド
8
塁
鼠
窪
8
霧
轡
㌶
8
塁
銑
窪
8
唱
8
繊
。
零
一
δ
脇
窯
ヨ
9
締
）
と
い
う
講
書
を
再
建
し
よ
う

（
脱
蝋
け
掬
び
一
同
噌
）
と
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
ど
、
響
器
g
δ
瓢
蜜
藍
一
以
下
、
¢
宏
と
略
す
ー
ワ
お
）
と
い
う
「
存
在
と
無
」
序

論
の
サ
ル
ト
ル
の
抱
負
も
「
存
在
と
無
」
に
先
行
す
る
諸
著
作
の
嘗
然
の
蹄
結
と
し
て
充
分
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

　
以
上
に
明
ら
か
な
様
に
、
即
良
存
在
と
野
島
存
在
の
關
係
と
は
、
先
ず
も
っ
て
、
封
象
と
志
向
的
意
識
の
關
係
と
し
て
捉
え
ら
れ
て
い

る
の
で
あ
っ
て
、
「
存
在
と
無
」
が
、
フ
ッ
サ
…
ル
の
志
向
的
分
析
の
謂
わ
ば
存
窪
論
化
（
○
箕
。
δ
σ
q
臨
興
。
⇔
σ
9
）
と
い
う
性
格
を
持
つ
事

は
否
み
難
い
。
此
れ
は
又
、
　
「
存
在
と
無
」
が
「
現
象
學
的
存
在
論
の
試
論
」
（
函
器
鉱
儀
．
o
⇒
8
剛
。
σ
脅
坤
。
℃
ぴ
蝕
冒
。
殺
傷
昌
9
0
σ
q
斜
麟
。
）
と
副
題

さ
れ
る
所
以
で
あ
る
。

　
「
意
識
は
常
に
侮
物
か
に
つ
い
て
の
意
識
で
あ
る
」
（
翻
。
≦
器
。
・
宏
。
ぎ
置
轡
一
掃
き
霧
ご
d
o
≦
湊
㈱
諾
◎
ぎ
く
。
昌
。
ジ
く
帥
。
。
“
o
o
昌
。
。
島
①
添
o
o
霧
↓



8
ε
◎
⊆
話
8
塁
鉱
。
蓉
。
創
。
直
¢
鉱
訟
瓢
。
。
げ
。
。
。
。
）
と
い
う
意
識
の
志
向
的
構
造
に
冠
し
て
は
サ
ル
ト
ル
は
例
外
を
認
め
な
い
。
通
常
、
そ

の
密
語
を
持
た
ぬ
と
考
え
ら
れ
る
「
穂
緒
」
（
傷
影
○
賦
o
b
）
に
つ
い
て
も
、
彼
は
、
そ
れ
が
意
識
現
象
で
あ
る
限
り
、
志
向
的
構
造
を
適
用

す
る
。
（
も
蛉
罫
器
畠
、
毒
。
酔
濠
鼠
。
◎
霧
傷
陛
。
9
コ
も
。
”
、
．
お
認
参
照
）

　
所
で
、
封
象
の
存
在
は
、
そ
れ
特
捜
と
し
て
は
意
識
を
超
越
し
た
存
在
で
あ
り
、
樹
象
は
郎
霞
的
に
存
在
す
る
何
物
か
で
あ
る
。
そ
し

て
、
か
か
る
存
在
は
「
存
在
と
は
、
そ
れ
が
在
る
所
の
も
の
で
あ
る
」
（
轡
、
⑲
跨
。
窪
骨
8
訟
銑
臨
。
ω
r
騨
窯
．
や
も
。
9
。
）
と
し
て
規
定
さ
れ

る
。
此
れ
が
師
霞
存
在
に
輿
え
ら
れ
た
存
在
論
的
規
定
で
あ
る
。

　
他
方
、
意
識
の
方
は
如
何
な
る
存
在
の
タ
イ
プ
を
持
つ
か
、
と
い
う
と
、
意
識
が
常
に
何
物
か
に
つ
い
て
の
意
識
と
し
て
し
か
存
在
し

得
ぬ
事
は
、
意
識
が
麟
ら
の
他
者
で
あ
る
鄭
欝
存
在
を
封
象
と
し
て
の
み
初
め
て
存
在
し
得
る
事
、
邸
ち
、
　
「
意
識
と
は
、
そ
の
存
在
が

自
ら
以
外
の
他
の
存
在
を
高
き
添
え
に
す
る
限
り
に
於
て
、
そ
れ
に
と
っ
て
は
、
慮
ら
の
存
在
に
於
て
、
暇
ら
の
存
在
が
問
題
で
あ
る
様

な
ひ
と
つ
の
存
在
で
あ
る
」
（
鐸
8
蕊
。
δ
群
8
①
繋
¢
品
評
同
。
も
。
錘
｝
o
疎
達
。
囲
冷
臨
。
。
。
一
腰
9
b
。
。
。
。
○
ロ
ゆ
跨
。
ぬ
身
長
鋤
。
鄭
山
。
。
。
◎
⇔
ゆ
簿
o
o
鐸

霞
欝
ゆ
蘇
o
o
無
ゆ
嘗
。
い
讐
℃
財
疎
藏
⇔
蝉
鄭
蝉
器
効
¢
簿
。
ぬ
郎
①
剛
鉱
・
蝉
Z
．
や
器
）
の
で
あ
り
、
封
自
と
し
て
の
意
識
は
自
ら
と
は
別
の
部
自

存
在
を
倹
っ
て
し
か
存
在
し
得
ぬ
。
と
い
う
の
も
、
封
膚
存
在
で
あ
る
意
識
は
、
本
來
、
自
ら
の
町
議
存
在
を
持
た
な
い
か
ら
で
あ
る
。

か
よ
う
に
封
自
が
自
ら
の
部
縢
存
在
を
怪
く
限
り
に
於
て
、
封
臨
、
印
ち
、
意
識
は
「
無
」
（
臨
。
静
黙
鐙
暑
）
で
あ
る
。
「
即
自
な
く
し
て

は
、
墾
自
は
抽
象
的
で
あ
り
一
中
略
－
侮
か
に
つ
い
て
で
は
な
い
意
識
は
絶
灘
的
な
無
で
あ
ろ
う
」
（
麟
●
窯
●
℃
．
Σ
窃
～
①
）
と
も
云
え

る
。
要
す
る
に
、
封
職
存
在
は
部
廓
存
在
な
く
し
て
は
存
在
し
得
な
い
。
邸
自
存
在
と
封
自
存
在
の
閣
に
は
、
少
く
共
、
封
自
の
側
か
ら

の
依
存
關
係
が
あ
る
。

521

＊
　
此
庭
で
、
デ
カ
ル
ト
の
實
醗
と
し
て
の
精
紳
と
サ
ル
ト
ル
の
封
臓
の
違
い
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　
サ
ル
ト
ル
は
意
識
（
封
嵐
）
が
常
に
翠
霞
存
在
を
豫
厚
し
、
前
提
と
し
て
い
る
黙
か
ら
、
意
識
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
紳
の
存
在
を
媒
介
と
し
な
い

で
薩
接
に
物
の
存
在
（
即
臨
存
在
）
の
「
存
在
論
的
識
明
」
（
箕
。
緩
く
o
o
簿
。
δ
σ
q
δ
仁
。
）
に
役
立
つ
も
の
と
考
え
て
い
る
。
彼
は
云
う
、
「
若
し
、
實
際
に
、

　
　
　
即
自
。
饗
自
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五



522

　
　
　
折
口
學
研
究
　
　
第
四
百
六
十
四
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
六

或
る
物
に
つ
い
て
の
意
識
が
存
在
す
る
な
ら
ば
、
此
の
『
躍
る
物
』
（
ρ
g
o
5
二
〇
6
ぴ
9
0
）
は
原
初
的
に
　
（
o
嵩
σ
q
ぎ
亀
。
欝
〇
三
）
現
實
的
存
在
（
二
笥
蝉
弓
①

急
電
）
を
有
す
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
意
識
に
縮
封
的
な
も
の
で
な
い
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
昌
O
獅
　
肘
O
一
9
捗
凶
馬
　
呼
　
｝
㊤
　
O
O
嵩
も
0
6
一
〇
降
O
O
）
」

（
国
。
　
署
層
℃
p
　
U
Q
o
◎
Q
）
と
。

　
以
上
の
如
く
、
意
識
と
封
象
の
志
詩
的
構
造
は
、
爾
者
の
肯
定
的
・
粘
着
的
關
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
け
れ
ど
も
、
爾
者
の
關
係
は
爾

者
の
全
き
涯
別
の
前
提
に
立
つ
た
關
係
で
あ
る
事
は
忘
失
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
。
事
態
は
次
の
如
く
で
あ
る
。

　
封
自
は
即
自
存
在
な
く
し
て
は
存
在
し
得
な
い
が
、
此
の
場
合
、
封
自
は
ど
こ
ま
で
も
自
己
を
即
自
な
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
、
即
自
存

在
の
否
定
と
し
て
存
在
せ
し
め
る
の
で
あ
っ
て
、
自
ら
の
唐
織
で
あ
る
郎
農
存
在
に
二
化
・
曳
航
さ
れ
る
の
で
は
な
い
。
　
「
錫
尉
に
と
っ

て
、
存
在
す
る
と
は
、
存
在
す
る
即
自
を
無
化
す
る
事
で
あ
る
」
（
H
冒
Z
●
も
’
q
一
頓
）
の
で
あ
っ
て
、
「
そ
れ
で
あ
ら
ぬ
事
（
㎞
0
5
、
ゆ
需
。
も
霧
）

が
（
気
安
の
）
現
前
の
本
質
構
造
で
あ
る
。
現
前
は
我
々
が
そ
れ
で
な
い
物
へ
の
現
前
と
し
て
、
根
本
的
に
否
定
（
⇔
押
貸
δ
β
）
を
含
ん

で
い
る
」
（
団
●
2
曹
唱
●
鳴
団
口
）
か
く
て
、
印
自
と
血
汐
の
原
初
的
關
係
は
「
否
定
」
で
あ
る
事
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
從
っ
て
、
「
無
は
存
在

に
つ
き
ま
と
う
」
（
U
o
獣
9
艮
げ
卑
9
0
圃
、
働
讐
ρ
奔
窯
・
㍗
ミ
）
と
い
う
八
葉
に
表
現
さ
れ
る
即
自
と
封
自
の
肯
定
的
・
粘
着
的
身
心
の
背

後
に
は
適
者
の
嚴
と
し
た
二
允
性
、
否
定
的
關
係
が
あ
る
の
で
あ
り
、
　
「
封
自
は
自
ら
の
外
に
、
存
在
（
即
自
）
の
上
に
、
又
、
此
の
存

在
の
中
に
」
が
然
し
、
「
此
の
存
在
で
は
な
い
も
の
と
し
て
（
o
o
B
奪
。
質
、
傷
雷
葺
℃
舘
。
興
ゆ
樗
の
）
存
陣
す
る
」
（
騨
2
．
唱
・
一
宅
）
と
い
う

毒
・
は
肯
定
的
關
係
以
上
に
強
く
銘
詑
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
論
纂
（
意
識
）
は
即
虞
存
在
で
は
な
い
。
郎
霞
存
在
に
讐
さ
れ
る
事
は
な
い
。
此
庭
に
封
自
の
謂
わ
ば
無
封
性
が
あ
る
。
　
「
意
識
が
絶

封
者
（
圃
、
曽
び
ω
o
ξ
）
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
ま
さ
に
純
然
た
る
現
わ
れ
（
℃
窺
。
餌
℃
噂
鷲
。
降
o
o
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
れ
が
ひ

と
つ
の
全
的
な
八
虐
（
＜
陣
瓢
O
　
け
O
汁
簿
圃
）
で
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
（
何
故
な
ら
世
界
全
騰
は
意
識
の
外
に
あ
る
の
だ
か
ら
）
現
れ
と
存
在
と
が

意
識
に
於
て
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
（
翻
．
ツ
伺
。
矧
●
ト
り
も
◎
）
と
サ
ル
ト
ル
は
考
え
る
。
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籾
て
、
以
上
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
、
輿
望
存
在
・
封
自
存
在
の
二
元
性
、
慰
者
の
峻
甥
の
溺
係
を
徹
底
さ
せ
る
と
、
記
田
と
し
て
の
人

　
　
間
に
と
っ
て
は
野
営
（
o
o
壱
ω
）
と
い
え
ど
も
、
封
慮
が
そ
れ
で
ほ
な
い
他
者
、
つ
ま
り
印
自
存
在
で
あ
る
事
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
帥
ち
、

　
　
邸
膚
存
在
と
し
て
の
身
膿
は
、
先
ず
も
っ
て
、
他
人
の
主
観
性
に
と
っ
て
の
一
封
象
で
あ
り
、
他
人
の
「
眼
差
し
」
（
8
σ
亀
鷲
鳥
）
　
の
も
と

　
　
に
公
郷
化
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
事
は
封
自
が
自
ら
の
身
膿
に
封
ず
る
嗣
係
と
し
て
も
成
り
立
つ
。
自
ら
の
身
騰
に
封
し
て
他

　
　
入
の
襯
瀦
に
立
つ
時
、
身
受
は
諸
々
の
特
徴
を
も
つ
た
、
述
語
づ
け
の
可
能
な
封
象
と
し
て
、
封
自
が
ま
さ
に
そ
れ
で
は
な
い
鄭
自
存
在

　
　
と
し
て
現
れ
る
。
サ
ル
ト
ル
が
「
封
他
身
騰
」
（
δ
8
壱
。
・
－
℃
o
ζ
7
9
瓢
金
甲
曾
興
宏
や
念
蔭
）
と
し
て
記
述
し
た
の
は
、
か
か
る
奏
覧
存
在

　
　
と
し
て
野
自
の
野
象
と
な
っ
た
次
元
で
の
身
農
で
あ
り
、
此
の
際
、
封
自
と
自
ら
の
身
騰
を
結
ぶ
蘭
係
の
絆
は
否
定
で
あ
る
。
私
（
封
自
）

　
　
に
と
っ
て
私
の
身
艦
（
即
自
）
は
他
の
諮
心
象
よ
り
も
親
し
い
（
ヨ
瓜
ヨ
。
）
も
の
で
あ
る
α
け
れ
ど
も
、
原
初
的
に
は
私
（
封
自
）
は
私

　
　
の
身
膿
に
封
し
て
も
エ
ト
ラ
ン
ジ
ェ
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
同
様
の
事
は
、
封
自
に
と
っ
て
身
艦
以
上
に
親
密
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
も
の
、
例
え
ば
、
フ
ロ
イ
ド
的
な
「
エ
ス
」
（
国
ω
）
、
或

　
　
い
は
「
性
格
」
と
い
っ
た
も
の
に
つ
い
て
も
云
え
る
。

　
　
　
特
に
「
エ
ス
織
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
と
、
サ
ル
ト
ル
は
意
識
の
内
部
か
ら
自
我
を
追
放
し
た
が
、
「
エ
ス
」
も
又
然
り
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
先
ず
、
「
エ
ス
」
は
無
意
識
の
内
に
意
識
に
働
ら
き
か
け
る
の
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
意
識
は
金
き
自
蛮
性
で
あ
っ
て
、
受
働
性
（
℃
9
甲

　
　
・
。
ぞ
博
傷
）
を
そ
の
本
性
と
は
し
な
い
。
「
エ
ス
」
が
意
識
に
働
ら
き
か
け
得
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
既
に
意
識
さ
れ
て
の
事
で
あ
り
、
意
識

　
　
の
樹
象
と
し
て
措
定
さ
れ
て
初
め
て
意
識
に
濾
し
て
意
味
を
も
ち
得
る
。
撃
ち
、
　
「
エ
ス
」
は
意
識
の
外
に
、
意
識
の
封
象
と
し
て
の
み

　
　
存
在
す
る
の
で
あ
っ
て
、
　
「
私
は
私
の
エ
ス
に
貸
し
て
は
他
人
の
立
場
に
立
つ
し
（
麟
’
裟
・
℃
・
Q
O
ゆ
）
陶
時
に
、
一
般
に
意
識
に
つ
い
て
無
意

　
　
識
を
語
る
事
は
矛
盾
で
あ
る
。
無
意
識
的
意
識
な
る
も
の
は
存
在
し
な
い
。
意
識
は
常
に
自
己
意
識
（
O
O
郎
0
◎
0
一
の
づ
O
O
　
匹
0
　
0
Q
O
一
）
で
あ
り
、

235　
　
　
　
　
　
印
虜
。
封
自
の
一
ご
兀
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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％5
　
自
己
謹
人
（
伊
達
b
P
O
一
b
「
創
O
　
o
駐
O
一
）
と
し
て
存
在
す
る
。
（
鐸
Z
。
や
一
＄
）
意
識
は
意
識
た
る
限
り
、
自
ら
に
隠
さ
れ
る
事
は
な
い
。
意
識
は

　
　
常
に
自
己
に
評
し
て
透
明
（
霞
無
器
娼
弩
。
鐸
o
o
℃
o
螂
弓
ω
9
）
で
あ
る
。
從
っ
て
、
所
謂
、
斎
穏
的
意
志
な
る
も
の
も
、
そ
れ
が
意
識
現
象

　
　
で
あ
る
限
り
、
意
識
に
先
立
っ
て
意
識
を
決
定
し
て
い
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
元
來
、
意
志
（
く
。
一
〇
簿
俸
）
は
論
る
目
的
（
門
ぽ
）
の
措

　
　
定
（
℃
o
。
・
興
）
と
し
て
、
重
る
意
識
が
そ
の
目
的
を
反
省
的
に
捉
え
た
時
に
意
志
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
限
り
で
は
一
切
の
意
志
は

　
　
既
に
意
識
さ
れ
て
居
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
意
志
に
先
立
つ
も
の
は
意
識
の
算
盤
で
あ
り
、
醤
蔭
的
意
志
は
背
理
で
あ
る
。
此
の
事
は
情
念

　
　
（
も
魯
ω
。
。
δ
⇔
）
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
情
念
の
場
合
に
は
、
そ
の
封
象
が
反
省
的
に
措
定
さ
れ
て
居
ら
ぬ
丈
け
で
あ
っ
て
、
情
念
は

　
　
常
に
情
念
の
意
識
と
し
て
し
か
存
在
し
な
い
。

　
　
　
既
に
、
「
エ
ゴ
の
超
越
し
で
「
性
質
」
・
「
状
態
」
・
「
心
的
な
も
の
」
（
噂
ψ
）
δ
げ
傷
）
が
賢
は
反
省
的
意
識
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
超
越
的
な

　
　
も
の
で
あ
る
事
を
み
た
が
、
封
鷺
は
か
か
る
超
越
的
な
も
の
に
無
意
識
的
に
動
か
さ
れ
て
居
る
の
で
な
く
、
逆
に
、
こ
れ
ら
は
一
種
の
即

　
　
動
的
な
惰
性
（
同
⇔
O
目
霞
O
）
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
、
反
省
す
る
封
自
の
眼
前
に
支
え
ら
れ
て
居
る
の
で
あ
り
、
封
自
は
此
等
一
切
の
印
自

　
　
的
な
も
の
か
ら
薗
由
で
あ
り
、
師
自
存
在
に
冒
か
さ
れ
る
事
は
な
い
。

ゐ一s

　
封
霞
存
在
は
帥
霞
存
在
で
は
な
い
。
此
の
事
は
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
此
の
事
は
今
少
し
角
度
を
堪
え
て
み
る
と
、
封
霞
存
在

の
郎
自
的
な
規
定
が
一
切
無
効
で
あ
る
事
を
意
味
す
る
。
封
自
は
凡
ゆ
る
即
自
的
・
物
的
規
定
か
ら
菟
れ
て
居
る
べ
き
で
あ
る
。
邸
ち
、

封
霞
と
し
て
の
入
間
は
、
本
來
、
「
學
生
」
（
邸
廟
）
で
あ
る
事
も
、
「
カ
ブ
．
　
の
ボ
ー
イ
」
（
郎
　
磨
）
で
あ
る
事
も
出
立
な
い
。
封
自
と
し

て
の
カ
フ
ェ
の
ボ
ー
イ
は
、
精
々
、
カ
フ
ェ
の
ボ
…
イ
と
い
う
封
自
に
と
っ
て
超
越
的
・
即
自
的
な
封
象
を
演
じ
得
る
　
α
o
煽
。
円
）
　
の
み

で
あ
る
。
又
、
封
自
は
「
立
派
な
人
間
し
（
早
計
）
で
あ
る
事
も
、
「
卑
劣
な
人
間
」
（
即
自
）
で
あ
る
事
も
出
縦
な
い
。
封
自
は
印
自
の

否
定
と
し
て
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。
帥
慰
と
し
て
の
遽
諮
は
宮
田
に
よ
っ
て
霞
詣
さ
れ
た
、
だ
が
絶
封
に
到
面
出
來
な
い
超
越
的
な
も
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の
に
留
ま
り
、
里
宮
は
一
切
の
郎
自
的
規
定
の
外
に
、
邸
自
か
ら
放
逐
さ
れ
て
存
在
す
る
。
成
程
、
人
間
は
各
自
、
「
ボ
ー
イ
」
で
あ
り
、

「
漆
生
扁
で
あ
り
、
　
「
教
師
」
で
あ
る
。
又
、
滞
る
人
は
「
立
派
な
人
間
」
で
あ
り
、
或
る
男
は
「
卑
怯
な
掌
篇
で
あ
る
、
と
規
定
さ
れ

得
る
。
然
し
、
此
等
の
規
定
は
決
し
て
封
麟
を
封
虜
と
し
て
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
　
「
私
は
丸
額
で
あ
る
」
と
い
う
命
題
は
私
が

私
を
他
人
に
封
ず
る
が
如
く
に
郎
葭
存
在
と
し
て
構
成
す
る
場
合
に
の
み
可
能
で
あ
る
。
私
に
署
し
て
他
人
の
野
際
を
と
る
事
、
此
れ
が

反
省
の
存
在
論
的
構
造
で
あ
る
が
、
或
る
入
間
が
畢
生
で
あ
る
、
と
い
う
の
は
彼
が
際
ら
を
反
省
的
に
、
つ
ま
り
、
　
「
封
他
的
」
に
捉
え

て
の
み
可
能
で
あ
り
、
又
、
他
人
が
彼
を
客
観
的
に
部
濤
と
し
て
構
成
す
る
場
合
に
の
み
云
い
得
る
事
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
、
最
早
、
野

自
を
坐
論
に
醤
隣
と
し
て
規
定
し
て
い
る
事
に
は
な
ら
な
い
。
從
っ
て
、
封
潜
の
師
霞
的
規
定
は
、
封
自
に
と
っ
て
上
り
の
規
定
で
あ
り
、

自
ら
の
翻
自
な
ら
ざ
る
廓
由
を
物
化
し
、
蔀
自
の
中
に
同
化
・
密
封
す
る
事
を
意
味
す
る
。
そ
し
て
、
自
ら
を
即
薗
的
決
定
論
に
委
ね
、

封
自
た
る
の
本
性
を
欺
い
て
宛
か
も
郎
自
で
あ
る
か
の
如
く
振
舞
う
事
は
「
自
己
欺
醐
」
（
ヨ
餌
ζ
く
帥
一
も
雇
O
　
溜
り
坤
）
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら

な
馬
・＊

サ
ル
ト
ル
は
円
盤
の
存
在
襟
相
に
、
「
本
馬
牲
」
（
効
¢
警
。
郎
臨
。
謬
食
眠
σ
q
o
黛
一
面
ゲ
閃
。
㍑
）
。
「
非
本
馬
牲
」
（
ぎ
9
ζ
終
。
馨
…
o
袴
企
d
昌
。
一
σ
q
o
昌
艶
0
7
ズ
。
騨
）
と

い
う
琶
溺
を
特
に
設
け
て
い
な
い
が
、
強
い
て
、
本
來
牲
・
非
本
望
性
を
藷
る
と
す
れ
ば
、
欝
藏
で
あ
る
惣
ら
を
物
化
し
、
封
慮
の
自
由
を
隠
蔽
せ
ん

と
す
る
「
擬
物
論
的
態
度
」
（
｝
”
㌶
銘
無
窪
負
o
o
ぎ
静
8
）
こ
そ
が
非
本
來
的
と
云
え
る
だ
ろ
う
。

　
先
に
も
み
た
標
に
、
封
霞
は
元
々
郎
慮
存
在
と
の
關
わ
り
禽
い
一
差
し
當
っ
て
は
道
具
全
懲
性
（
δ
語
感
曾
。
・
話
8
濤
鵠
。
。
・
’
N
2
σ
q
α
q
窪
N
ぽ
謬
）
の

内
部
で
一
と
し
て
し
か
存
在
し
得
な
い
。
そ
の
翻
り
で
は
、
封
露
は
常
に
既
に
濤
常
的
（
ヨ
。
ヨ
鉱
ジ
9
野
薦
琴
7
）
な
の
で
あ
る
。
此
の
黙
に
つ
い

て
は
木
來
性
・
非
本
來
性
の
麗
甥
は
立
て
ら
れ
な
い
。
着
し
、
藻
常
的
な
物
と
の
關
わ
り
念
い
が
頽
落
（
＜
零
鑓
ε
だ
と
い
う
な
ら
、
人
間
は
元
々
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

本
來
的
に
世
界
と
頽
落
關
係
に
あ
る
、
と
い
う
よ
り
外
な
い
。
そ
し
て
、
此
の
轍
界
と
の
顎
落
丁
係
は
、
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
の
云
う
「
究
へ
の
存
在
偏

（島。

ｿ
診
N
鐸
昌
麟
δ
創
。
）
の
頽
落
襟
報
で
は
な
く
、
そ
れ
嵐
騰
、
根
源
的
な
も
の
だ
と
い
う
事
は
サ
ル
ト
ル
を
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
か
ら
魔
別
す
る
重
要
な
黙

と
し
て
銘
記
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
、
本
來
性
・
穿
本
來
銚
の
問
題
は
、
封
惣
が
世
界
（
師
霞
）
と
醐
わ
り
つ
つ
、
然
も
、
郎

自
存
在
で
は
な
い
と
い
う
事
、
津
西
す
れ
ば
、
紅
霞
・
鷺
自
の
謂
わ
ば
存
在
論
的
差
異
の
自
蟹
に
か
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
如
く
、
封
自
は
一
切
の
物
的
規
定
か
ら
瞳
由
な
も
の
と
し
て
捉
え
ら
れ
た
。
謝
自
は
即
葭
存
在
を
歩
く
限
り
に
於
て
「
無
」
で

　
　
　
翻
自
・
封
霞
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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〇

あ
り
、
鄭
自
存
在
か
ら
零
れ
て
い
る
盛
り
に
於
て
「
自
由
」
で
あ
る
。
そ
し
て
、
此
の
事
は
侮
等
か
の
仕
方
で
、
算
置
的
に
、
封
・
闘
葭
身

に
開
示
（
伽
傷
く
◎
出
島
）
さ
れ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
封
自
は
た
と
え
非
措
定
的
（
鐸
。
鐸
i
℃
o
。
。
三
〇
霞
。
嵩
。
）
で
は
あ
れ
、

常
に
、
慮
己
に
つ
い
て
の
意
識
（
O
O
同
属
5
q
O
陣
O
盗
O
O
　
　
島
O
　
　
Q
な
O
一
）
で
あ
り
、
自
己
へ
の
現
前
（
鷲
誇
。
¢
6
0
卿
。
。
o
陣
）
で
あ
る
か
ら
。
換
擁
す
れ
ば
、

内
部
意
識
的
な
裂
け
目
（
㌶
漆
。
。
。
。
籠
。
ぎ
欄
干
o
o
ご
・
。
9
0
コ
凱
。
嵩
。
・
鍔
z
●
ワ
あ
O
）
は
「
無
」
で
あ
る
が
、
ま
さ
に
「
無
」
で
あ
る
事
が
明

誰
な
自
己
把
握
を
可
能
に
し
、
又
、
無
が
把
握
さ
れ
る
べ
き
謂
わ
ぱ
内
容
な
の
で
あ
る
。
　
「
意
識
（
封
自
）
と
は
、
そ
の
存
在
の
内
に
、

そ
の
存
在
に
と
っ
て
は
自
己
の
存
在
の
無
の
意
識
が
あ
る
様
な
存
在
で
あ
る
」
（
聾
．
ツ
剣
の
郊
’
c
◎
聯
）
此
の
自
己
に
つ
い
て
の
、
慮
己
の
邸
自
な

ら
ざ
る
空
虚
さ
（
＜
凱
。
）
と
、
無
規
定
性
、
自
由
に
つ
い
て
の
反
省
的
把
握
、
此
れ
が
サ
ル
ト
ル
の
「
不
安
」
（
節
⇔
σ
q
o
一
器
⑰
）
と
呼
ぶ
も
の

で
あ
る
。
不
安
と
は
サ
ル
ト
ル
に
と
っ
て
、
封
自
が
自
ら
を
「
決
定
論
の
若
樹
の
破
棄
篇
（
団
。
窯
。
喝
●
畷
O
）
と
し
て
意
識
す
る
事
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
み

そ
れ
は
又
、
「
可
能
性
の
眩
惑
」
（
¢
ご
。
＜
o
『
鐙
σ
q
o
飢
①
㌶
℃
o
。
・
ω
煽
げ
濠
鼠
’
戸
や
≦
噂
℃
●
旨
O
）
と
呼
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　
＊
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
の
云
う
「
不
安
」
（
〉
茜
・
・
酔
）
が
そ
の
根
關
者
と
し
て
「
死
」
（
門
。
島
）
　
を
要
し
た
に
比
べ
、
サ
ル
ト
ル
の
不
安
が
ど
こ
迄
も
輩
な

　
る
意
識
瓢
箪
の
次
元
に
忠
實
に
留
ま
っ
て
の
も
の
で
あ
る
事
は
注
意
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
サ
ル
ト
ル
を
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
か
ら
分
つ
最
も
璽
愚
な
黙
は
、

　
サ
ル
ト
ル
が
あ
く
迄
コ
ギ
ト
の
次
元
を
捨
て
な
い
と
い
う
黙
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
コ
ギ
ト
の
次
元
を
離
れ
て
し
ま
え
ば
、
人
間
存
在
把
握
の
明
謹

　
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
此
の
事
は
、
例
え
ば
、
爾
者
の
「
死
」
の
解
熱
に
顯
著
に
現
れ
て
い
る
。
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
は
「
死
へ
の
先
騙
的

　
決
意
」
（
偽
坤
O
　
〈
O
世
一
結
実
磨
Ψ
路
儀
O
　
回
信
酔
も
◎
6
甥
一
〇
ゆ
O
滞
7
0
一
ひ
　
N
ニ
ヨ
　
縛
O
偽
O
）
を
語
る
が
、
サ
ル
ト
ル
は
意
識
事
實
と
し
て
は
「
死
へ
の
先
騙
」
は
不
．
可
能
で
あ
り
、

　
封
自
と
し
て
の
人
間
に
と
っ
て
は
、
慣
唐
己
の
死
し
は
た
だ
「
封
弛
的
」
に
の
み
、
つ
ま
り
、
「
他
人
の
死
」
と
岡
様
の
仕
方
で
し
か
誓
え
ら
れ
ぬ
の
で

　
あ
っ
て
、
か
か
る
も
の
を
根
源
的
な
り
と
し
て
入
間
存
在
の
中
心
に
臨
く
事
は
拒
否
す
る
。
換
幸
す
れ
ば
、
コ
ギ
ト
に
忠
實
で
あ
る
限
り
、
　
「
死
へ
の

　
決
意
」
な
る
も
の
は
そ
う
輕
遅
し
く
去
え
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
ハ
イ
デ
ッ
ガ
…
の
立
場
は
コ
ギ
ト
を
没
却
し
た
相
で
の
み
可
能
で
あ
る
と
す
る
。
逆
に
、

　
　
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
か
ら
み
れ
ば
サ
ル
ト
ル
は
デ
カ
ル
ト
以
來
の
「
主
思
性
」
の
立
場
に
留
ま
る
、
と
せ
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
ー
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
批
判

　
を
含
む
サ
ル
ト
ル
の
死
の
解
輝
は
「
私
の
死
」
ご
諺
簿
蒸
○
降
、
“
（
団
団
ワ
州
●
勺
Q
O
一
U
）
と
題
さ
れ
た
一
輩
に
詳
し
い
。

七



　
撮
て
、
こ
れ
迄
の
考
察
は
專
ら
郵
自
の
師
自
か
ら
の
峻
別
、
爾
者
の
乏
し
い
一
ご
兀
性
を
眼
目
と
し
て
き
た
が
、
今
、
此
れ
を
反
省
し
て

み
る
と
、
邸
虞
・
野
自
の
箪
な
る
峻
溺
の
瀦
係
は
外
藩
的
・
形
式
的
た
る
の
槻
を
蘇
れ
難
い
。
事
實
、
以
上
の
考
察
で
、
野
麟
の
自
由
と

呼
ば
れ
た
も
の
は
、
精
々
、
封
自
が
蔀
膚
存
在
を
菟
れ
て
い
る
と
い
う
清
戸
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
從
っ
て
、
今
や
、
邸
自
・
封

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

自
の
關
係
を
よ
り
深
化
し
て
捉
え
る
試
み
が
必
要
と
な
る
。
か
か
る
意
味
で
導
入
さ
れ
た
の
が
、
　
「
身
騰
論
」
を
含
む
「
封
他
存
在
篇

（一、

ｳ
讐
？
勺
。
籠
爵
瓢
辞
巳
）
の
理
論
で
あ
り
、
又
、
　
「
行
動
論
」
で
あ
る
と
み
る
事
が
出
歯
る
。
以
下
、
糠
南
を
封
自
の
自
由
に
當
て
な
が

ら
、
此
れ
迄
に
獲
得
さ
れ
た
印
欝
・
封
自
の
二
元
性
の
今
後
の
行
方
を
追
求
し
て
み
よ
う
。

　
＊
　
「
封
他
存
篠
」
と
い
う
の
は
、
私
・
封
・
他
人
、
即
ち
、
直
達
存
在
根
互
の
交
互
的
（
誌
。
首
お
識
蝦
。
）
な
在
り
方
で
あ
っ
て
、
封
冊
が
他
の
封
自

　
　
（
笠
紐
）
の
客
擬
化
作
用
（
o
玄
0
6
調
色
ρ
甑
§
）
に
よ
っ
て
「
客
灘
」
（
o
ぼ
窪
）
と
し
て
、
額
霞
化
さ
れ
る
事
で
あ
る
。
從
っ
て
、
封
他
存
在
は
郎
自
存

　
在
と
封
自
存
在
の
壷
皿
に
還
元
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
即
自
。
封
自
と
は
別
に
、
第
三
の
存
荘
と
し
て
封
他
存
在
が
あ
る
繹
で
は
な
い
。

　
　
　
師
自
・
封
自
の
關
係
の
緊
密
化
、
此
れ
が
目
下
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
「
人
聞
的
現
實
」
　
（
『
伽
蝉
一
陣
汁
価
　
び
麟
d
P
ρ
一
⇔
）
そ
の
も
の
の
中

　
　
に
求
め
ら
れ
る
の
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
獅
自
・
樹
自
の
二
元
牲
が
論
理
的
に
止
揚
さ
れ
る
と
い
う
の
で
な
く
て
、
先
ず
も
っ
て
、
現

　
　
賢
的
に
老
者
の
關
係
が
緊
密
で
あ
る
と
い
う
事
態
が
あ
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
か
か
る
次
元
と
し
て
サ
ル
ト
ル
が
暴
げ

　
　
る
の
が
「
饗
自
身
膿
」
（
す
8
壱
。
・
嬉
。
蓬
き
陣
）
で
あ
る
と
み
る
事
が
出
漁
る
。

　
　
　
「
封
自
身
騰
」
と
は
、
ご
菖
で
云
え
ば
、
封
闇
が
必
然
に
身
醗
と
し
て
し
か
存
在
し
得
な
い
塒
鳥
の
「
有
隈
性
」
（
開
鉱
ξ
価
。
）
、
「
事
實

　
　
性
」
（
貯
。
畝
臨
機
）
の
次
元
を
意
味
す
る
。
即
ち
、
封
自
は
元
來
「
世
界
内
存
在
」
（
ま
欝
？
α
帥
詳
乱
？
鑓
。
ご
創
。
）
と
し
て
存
在
し
、
世
界
を

　
　
無
差
別
…
的
・
等
質
室
間
と
し
て
で
な
く
、
「
地
」
（
諭
ゆ
住
）
と
「
圏
柄
篇
（
欝
月
下
。
）
に
組
織
し
、
そ
の
都
度
、
一
定
の
方
位
（
○
誌
。
緊
9
銘
○
謬
）

　
　
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
在
ら
し
め
る
。
そ
し
て
、
霞
ら
は
此
の
世
界
の
「
雑
面
中
心
」
（
O
①
鵠
潜
心
O
　
鮎
O
　
回
，
傷
狼
弓
O
鐸
O
O
）
と
し
て
、
出
血
黙
‘
と

　
　
し
て
存
在
す
る
。
封
自
は
無
差
別
的
に
此
の
世
界
の
上
を
よ
そ
よ
そ
し
く
飛
翔
す
る
の
で
な
く
、
ま
さ
し
く
世
界
の
中
に
、
　
「
其
塵
に
あ

　
　
る
」
（
簿
弓
①
憲
）
此
の
封
書
の
「
事
蟹
盤
」
の
表
現
が
「
封
自
身
膿
」
、
若
し
く
は
、
「
第
一
次
元
の
身
膿
」
（
鋸
嘆
O
葺
δ
器
象
琶
O
コ
除
O
嵩
α
諜

謝　
　
　
　
　
　
部
自
・
封
自
の
二
元
姓
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
一
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285　
　
0
0
弓
℃
ω
）
で
あ
る
。

　
　
　
封
自
は
、
其
の
都
度
、
勘
弁
、
此
の
机
の
前
、
本
棚
の
左
側
に
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
身
膿
と
し
て
し
か
存
在
し
得
な
い
。
封
自
は
自

　
　
ら
の
典
型
を
生
き
る
の
で
あ
り
、
篤
農
は
身
髄
で
あ
る
、
と
弐
っ
て
も
よ
い
。
「
穂
落
ほ
世
界
の
中
で
の
私
（
封
自
）
の
自
己
拘
束
（
含
。
ゆ

　
　
o
冨
σ
q
9
σ
q
の
睡
。
馨
伽
痴
夢
竃
導
。
箒
匹
。
）
の
個
別
化
（
ぎ
融
く
紅
蓮
騨
艶
○
ご
）
を
表
わ
し
て
い
る
」
（
弊
裳
．
㍗
烏
。
謡
）
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
自
ら

　
　
の
存
在
様
相
と
し
て
の
身
艦
に
離
し
て
は
灘
自
は
概
黙
を
と
る
事
は
出
漁
な
い
。
　
「
封
霞
身
騰
」
は
第
一
一
次
元
と
も
呼
ば
れ
る
「
封
他
身

　
　
駿
」
（
一
？
8
壱
。
・
治
。
弩
凶
二
郎
鼠
）
と
は
異
な
り
、
懲
ら
の
眼
差
し
の
封
象
で
は
な
く
、
封
自
の
存
在
そ
の
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
從
っ
て
、
封
慮
の
世
界
内
存
在
と
は
、
身
騰
と
し
て
存
在
し
．
霞
ら
の
郎
溜
と
し
て
の
身
農
を
道
具
と
し
て
、
世
界
（
印
自
）
の
申
に

　
　
霞
ら
を
拘
束
し
て
い
る
事
で
あ
る
。

＊
　
サ
ル
ト
ル
は
即
幽
存
在
か
ら
放
逡
さ
れ
た
根
で
の
封
懲
の
自
己
把
握
を
「
不
安
」
と
呼
ん
だ
が
、
今
、
　
「
封
自
身
膿
」
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
身
禮

（
邸
臨
）
に
ま
つ
わ
ら
れ
た
も
の
と
し
て
し
か
存
在
し
得
な
い
と
い
う
磁
で
の
封
自
の
直
接
的
な
塵
己
隠
事
を
「
嘔
氣
」
と
呼
ぶ
。
　
「
存
在
と
無
」
で

サ
ル
ト
ル
が
「
嘔
氣
脇
に
纏
え
た
規
定
は
、
先
に
蓮
べ
た
騨
畠
存
在
一
般
の
癒
接
的
把
握
と
し
て
の
「
海
鞘
」
よ
り
も
限
定
さ
れ
て
、
身
膿
と
し
て
存

在
す
る
封
富
の
事
實
性
の
霞
己
把
握
と
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
（
弊
裳
曾
唱
●
膳
O
串
0
8
）

　
か
く
て
、
齪
自
・
翠
霞
の
二
元
的
封
立
は
「
甥
自
身
騰
」
に
於
て
、
或
る
程
度
止
揚
さ
れ
て
い
る
か
の
様
で
あ
る
。
意
識
は
部
自
か
ら

全
く
自
由
な
の
で
な
く
、
謂
わ
ば
、
「
拘
束
さ
れ
た
意
識
」
（
o
o
器
9
の
u
o
o
o
欝
σ
q
β
σ
Q
諭
）
と
し
て
考
察
さ
れ
る
。
師
慮
・
単
寧
を
結
ぶ
購

係
は
輩
に
醤
象
と
意
識
の
關
係
で
な
く
、
よ
り
緊
密
に
、
世
界
と
粛
呈
的
な
も
の
と
し
て
の
封
麿
を
結
ぶ
絆
は
「
行
動
」
　
（
帥
。
鉱
。
⇔
）
と

な
る
。
同
時
に
、
世
界
は
封
自
に
と
っ
て
、
事
妄
挙
と
の
閥
蓮
に
於
て
、
封
自
が
ま
さ
に
そ
こ
で
行
動
と
し
て
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
「
状

況
」
（
。
。
匿
鐸
簿
鶴
O
拶
）
と
い
う
相
貌
を
帯
び
る
。

　
今
や
、
聞
題
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
即
ち
、
　
「
、
封
自
身
崩
し
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
さ
れ
た
饗
霞
の
師
エ
園
へ
の
翰
墨
拘
束
は
封
霞
の
自
由

を
全
面
的
に
危
う
く
す
る
も
の
で
は
な
い
の
か
。
封
自
は
残
響
へ
の
謂
わ
ば
堕
落
と
し
て
存
在
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
す
れ
ば
、
部
自



か
ら
峻
溺
さ
れ
た
謝
自
の
自
霞
と
い
う
も
の
は
ナ
ン
セ
ン
ス
で
は
な
い
の
か
。
そ
れ
と
も
、
封
職
は
自
ら
の
面
白
性
を
踏
ま
え
た
上
で
猫

且
つ
魚
篭
で
あ
り
得
る
の
で
あ
る
か
。
そ
し
て
、
摩
し
、
事
實
性
を
前
提
と
し
た
上
で
封
自
が
猫
も
欝
由
で
あ
る
と
稽
さ
れ
る
事
が
．
可
能

な
ら
ば
、
そ
の
直
通
は
封
霞
が
軍
に
即
霞
を
冤
れ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
の
抽
象
性
・
形
式
挫
を
託
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ

ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ

　
以
上
の
擬
黙
か
ら
、
状
況
に
織
る
謁
麟
の
「
行
動
の
欝
由
」
（
嵩
σ
費
器
鋤
。
囲
ゴ
。
怠
。
ゆ
）
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。

　
＊
　
　
「
行
動
の
自
由
」
は
行
動
の
構
造
そ
の
も
の
の
中
に
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
此
の
場
合
、
行
動
と
は
、
所
謂
、
超
越
的
な
振
舞
い
と
し
て

　
の
行
動
の
記
遽
で
は
な
く
て
、
厳
密
に
、
行
動
の
意
識
の
紀
述
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
コ
ギ
ト
の
次
元
を
夫
る
事
は
な
い
の
で
あ
る
。

八

　
　
　
採
て
、
行
動
の
構
造
は
、
先
ず
、
行
動
が
常
に
或
る
霞
的
（
鴨
貯
）
に
向
っ
て
の
行
動
で
あ
る
と
い
う
事
に
示
さ
れ
る
。
所
で
、
此
の
行

　
　
鋤
に
と
っ
て
決
定
的
な
意
味
を
持
つ
昌
的
は
、
賢
は
、
行
器
の
主
磯
で
あ
る
封
肖
に
と
っ
て
未
だ
な
い
も
の
、
即
ち
、
一
種
の
「
歓
如
」

　
　
（
ヨ
9
β
ゆ
g
O
）
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
行
動
は
B
的
と
い
う
未
だ
な
い
も
の
、
鄭
ち
、
「
否
定
的
な
も
の
」
（
器
σ
q
磐
津
伽
）
の
認
識
を
條
件
と
し

　
　
て
い
る
。
厭
で
、
　
「
存
在
す
る
も
の
が
専
ら
そ
の
存
在
に
於
て
の
み
考
察
さ
れ
る
限
り
は
、
意
識
は
止
む
所
な
く
存
在
か
ら
存
在
へ
と
指

　
　
し
説
け
ら
れ
、
存
在
の
中
に
非
存
在
（
⇔
o
亨
Φ
嘗
。
）
を
登
霞
す
べ
き
何
等
の
誘
因
も
見
出
せ
な
い
」
（
酔
罵
や
8
り
）
從
っ
て
、
行
動
の
目

　
　
的
を
立
て
る
と
は
、
封
膚
が
孤
影
に
存
在
す
る
状
態
（
烈
傷
酔
餌
酵
　
　
暁
伽
①
一
）
か
ら
一
旦
身
を
引
き
離
し
、
未
だ
な
い
目
的
に
慶
し
て
現
状
を
否

　
　
定
的
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
謬
る
歴
史
的
状
態
に
埋
浸
し
て
い
る
限
り
、
人
間
は
此
の
状
態
の
政

　
　
治
的
・
繧
濟
静
夜
陥
（
B
簿
ご
ρ
離
。
。
。
）
を
鮫
陥
と
し
て
捉
え
る
事
は
出
來
な
い
。
或
る
状
態
が
耐
え
難
い
（
汐
。
。
毛
℃
爵
鐙
玄
。
）
も
の
と
し

　
　
て
現
れ
る
の
は
、
此
の
状
態
の
現
實
的
な
苛
酷
さ
（
α
缶
器
撤
）
が
動
機
と
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
く
て
、
現
釈
に
封
ず
る
に
理
想
的
な
砒

　
　
愈
形
態
を
梅
難
し
（
一
欝
欝
σ
q
賦
窪
）
、
　
そ
れ
と
現
状
を
照
し
合
せ
た
時
か
ら
で
あ
り
、
苦
し
み
が
耐
え
難
く
な
る
の
は
、
現
状
と
比
較
し
て

鵬　
　
　
　
　
　
　
部
南
。
封
幽
の
二
禿
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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九
四

よ
り
よ
い
状
態
か
ら
の
光
が
現
状
の
困
窮
と
苦
難
の
上
に
射
し
込
み
、
我
々
が
現
状
を
愛
え
よ
う
と
企
て
る
時
か
ら
で
あ
る
。

　
所
で
、
行
動
は
箪
に
臼
的
を
立
て
る
に
隈
ら
な
い
。
行
勤
は
そ
れ
自
恕
、
「
動
機
一
企
國
一
行
爲
…
騒
的
」
（
ヨ
。
銘
障
馨
。
暮
び
守

鋤
9
？
跨
⇒
）
と
い
う
複
合
的
構
造
（
圃
、
◎
樽
σ
q
帥
巳
。
。
9
江
○
⇔
8
筥
覚
。
×
①
）
で
あ
る
が
、
此
の
構
造
に
照
鷹
さ
せ
て
考
え
る
と
、
動
機
が
或
る
目

的
に
と
っ
て
動
機
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
の
は
、
未
だ
實
在
し
な
い
陰
的
の
光
に
照
さ
れ
て
の
み
動
機
と
し
て
現
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
動

機
は
決
定
論
的
な
意
味
で
の
或
る
結
果
に
饗
す
る
原
因
で
は
な
い
。
將
來
（
貯
露
払
）
で
あ
る
騒
的
が
過
虫
（
℃
霧
器
）
で
あ
る
動
機
の
意

味
を
決
め
る
。
從
っ
て
、
目
的
の
な
い
動
機
は
あ
り
得
な
い
。
所
で
、
目
的
は
そ
れ
自
騰
で
は
全
く
の
無
で
あ
り
、
目
的
を
立
て
る
丈
け

で
は
動
機
を
現
管
長
に
動
機
た
ら
し
め
る
に
不
充
分
で
あ
る
。
目
的
が
虞
に
目
的
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
、
動
機
を
し
て
現
實
的
に
動
機

た
ら
し
め
る
の
は
そ
の
蔭
的
に
向
っ
て
の
企
幽
で
あ
り
、
現
實
的
な
行
爲
そ
の
も
の
で
あ
る
。
学
窓
的
に
荘
官
に
向
っ
て
企
議
し
、
此
の

企
圃
に
浩
っ
て
行
爲
す
る
の
で
な
い
限
り
、
行
動
は
非
現
實
に
留
ま
り
、
行
動
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。

　
所
で
、
行
動
が
自
由
で
あ
る
、
と
云
わ
れ
る
場
合
、
そ
の
自
益
は
專
ら
日
的
の
措
定
に
嘉
し
て
云
わ
れ
る
。
そ
し
て
此
の
輿
的
の
措
定

と
い
う
構
造
は
形
の
上
で
は
想
像
的
意
識
の
情
工
の
無
化
と
間
じ
で
あ
る
。
即
ち
、
一
方
に
於
て
、
霞
的
で
あ
る
理
想
的
状
態
を
純
粋
な

無
と
し
て
措
定
す
る
と
共
に
、
他
方
に
於
て
、
此
の
理
想
的
状
態
に
嘉
し
て
は
現
状
を
無
と
し
て
措
定
す
る
事
、
（
圏
．
翼
。
唱
願
窃
一
〇
）
こ
れ

が
躍
的
措
定
の
構
造
で
あ
り
、
此
の
梅
造
が
想
像
的
意
識
に
黙
る
二
璽
の
誤
載
と
等
し
く
、
且
つ
、
二
重
の
薫
化
が
封
霞
の
自
由
で
あ
っ

た
漏
り
に
於
て
、
行
動
に
於
る
隠
的
の
措
定
も
封
自
の
臨
由
の
表
現
と
み
な
さ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
從
っ
て
、
　
「
行
動
の
第
一
條

件
、
そ
れ
は
欝
由
で
あ
る
」
（
罫
8
箒
象
飢
。
詳
℃
零
ヨ
陣
貯
。
窪
。
一
、
鋤
。
離
◎
ジ
。
．
o
。
。
け
貯
期
ぴ
窪
ま
）
一
「
行
動
論
篇
の
標
題
（
彰
宏
・
や
8
。
。
）

と
い
う
事
に
な
る
。

　
然
し
乍
ら
、
形
の
上
で
は
兎
も
角
、
又
、
「
磁
化
」
と
い
う
転
じ
表
現
を
用
い
な
が
ら
、
想
像
的
意
識
の
無
化
作
用
と
し
て
の
自
由
と
、

封
事
の
行
動
に
焦
る
世
界
を
無
化
す
る
虞
由
と
は
同
じ
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
成
程
、
サ
ル
ト
ル
は
想
像
的
意
識
の
二
重
の
黒
化
作
用

を
自
由
と
呼
ぶ
に
欝
…
賭
し
な
か
っ
た
が
、
今
、
か
か
る
自
由
を
吟
味
す
る
と
、
そ
れ
は
、
所
詮
、
饗
自
が
寄
客
的
な
實
在
の
世
界
か
ら
菟



　
　
れ
て
い
る
と
い
う
に
留
ま
る
。
逆
に
云
え
ば
、
封
自
は
寳
在
の
世
界
に
、
つ
ま
り
、
即
自
存
在
に
質
し
て
何
ひ
と
つ
付
け
加
え
な
い
、
一

　
　
沫
の
痕
跡
も
郎
「
懲
の
世
界
に
残
さ
な
い
事
を
意
味
す
る
。
想
像
的
意
識
が
世
界
を
無
化
す
る
と
は
劇
界
を
括
弧
に
入
れ
る
と
い
う
以
上
の

　
　
意
味
を
持
た
ず
、
意
識
の
自
由
は
、
精
々
、
エ
ポ
ケ
ー
の
自
由
に
留
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
封
自
が
性
質
・
心
的
な
も
の
・
エ

　
　
ス
・
エ
ゴ
等
か
ら
自
由
で
あ
る
と
い
う
事
も
全
く
同
様
で
あ
る
。

　
　
　
此
れ
に
封
し
て
、
行
動
に
薫
る
無
化
は
輩
に
現
状
に
聾
し
て
目
的
が
無
で
あ
り
、
又
、
園
的
に
凝
し
て
現
状
が
括
弧
に
入
れ
ら
れ
る
と

　
　
い
う
に
留
ま
ら
な
い
。
侮
故
な
ら
、
目
的
と
動
機
を
結
び
つ
け
、
繭
者
を
各
々
現
送
的
に
目
的
で
あ
り
動
機
で
あ
ら
し
め
る
企
國
と
行
爲

　
　
は
、
現
状
を
否
定
し
、
失
く
す
、
現
状
を
攣
え
る
と
い
う
意
味
を
強
く
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
　
「
自
由
で
あ
る
と
は
、
煮
え
る
べ
く
自
由
で

　
　
る
事
で
あ
る
」
（
図
貯
。
㍑
ぴ
同
ρ
o
．
o
。
。
け
ゆ
寝
？
口
訂
？
℃
o
g
7
0
び
餌
鐸
α
q
o
二
戸
客
℃
．
＄
。
。
）
の
で
あ
っ
て
、
想
像
に
於
け
る
樹
自
の
自
由
が
軍
に

　
　
鄭
自
世
界
か
ら
の
封
自
の
解
放
、
即
自
か
ら
の
自
ら
の
峻
甥
と
い
う
漕
極
的
自
由
で
あ
る
に
封
し
て
、
行
動
の
自
由
は
封
膚
が
部
自
に
働

　
　
ら
き
か
け
る
、
目
的
に
向
っ
て
の
積
極
的
企
圏
、
印
自
世
界
を
攣
え
る
と
い
う
深
度
を
も
つ
た
自
由
で
あ
る
事
が
理
解
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
封
自
の
行
動
の
自
由
と
は
、
封
自
が
世
界
に
働
ら
き
か
け
る
、
即
自
世
界
を
攣
え
る
自
由
で
あ
る
。
断
で
、
山
颪
の
第
一
次
光
で
あ
る

　
　
「
封
窩
身
膿
」
で
明
ら
か
な
様
に
、
封
自
は
獣
炭
に
働
ら
き
か
け
得
る
爲
に
は
自
ら
を
身
燈
と
し
て
、
且
つ
、
身
膿
を
道
具
と
し
て
世
界

　
　
の
中
に
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
っ
て
、
ま
さ
に
其
庭
に
、
自
ら
の
身
膿
と
し
て
存
在
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
醤
自
の
事
實
牲
・
有
限
性

　
　
が
、
反
っ
て
、
封
，
9
の
行
動
の
陰
由
の
條
件
を
な
し
て
居
る
、
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
「
有
限
性
は
封
自
の
根
源
的
企
投
（
鷲
＆
簿

　
　
○
臨
σ
q
鼠
鶴
）
の
必
須
の
條
件
で
あ
る
」
（
や
累
も
。
2
）
と
云
わ
れ
る
所
以
で
あ
る
。
甥
自
は
此
庭
、
「
私
の
場
麗
し
（
ヨ
9
℃
冨
8
）
で
、
「
私

　
　
の
過
去
」
（
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
巴
P
◎
鄭
　
℃
9
0
α
ω
O
）
を
持
ち
、
隣
人
達
に
園
ま
れ
つ
つ
、
と
い
っ
た
諸
々
の
事
實
性
を
條
件
と
し
て
の
み
行
動
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
樹
高
の
事
習
性
、
碁
器
の
師
自
的
側
面
が
封
自
の
行
動
を
現
賢
的
な
も
の
と
し
て
肉
づ
け
す
る
。
と
す
る
と
封
自
の
行
動
の
自
由
は
事

　
　
賢
性
を
條
件
と
す
る
が
故
に
、
事
器
性
に
よ
っ
て
、
謂
わ
ば
、
曇
ら
さ
れ
、
毒
さ
れ
て
い
る
事
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
若
し
、

　
　
然
り
と
す
れ
ば
、
行
動
の
自
由
は
自
由
と
は
呼
べ
ぬ
代
物
な
の
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

謝　
　
　
　
　
　
邸
自
・
封
自
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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號
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要
は
、
行
動
に
於
て
も
、
郎
窟
・
甥
自
の
一
ご
兀
挫
が
濾
滅
し
た
の
で
な
い
事
、
無
益
性
に
條
世
づ
け
ら
れ
つ
つ
も
、
行
動
す
る
封
自
が

事
蟹
盤
に
埋
畏
し
て
い
る
の
で
は
な
い
事
で
あ
る
。
封
自
が
急
峻
な
岩
の
前
に
在
る
の
は
封
自
の
事
實
性
で
あ
る
。
け
れ
共
、
此
の
岩
が

登
り
難
い
岩
と
し
て
、
封
農
に
と
っ
て
の
障
害
（
o
落
㌶
o
δ
）
と
し
て
、
抵
抗
（
誌
。
。
卿
。
。
㌶
鄭
o
o
）
と
し
て
現
れ
る
の
は
封
自
が
此
の
岩
に
登

ろ
う
と
企
て
る
隈
り
に
於
て
で
あ
る
。
「
人
は
そ
の
自
由
の
縫
内
に
於
て
し
か
障
害
と
出
逢
わ
な
い
」
（
鵠
■
ワ
到
℃
。
U
①
O
）
又
、
私
の
過
去
は

そ
の
存
在
に
關
…
し
て
は
私
に
と
つ
ヴ
、
ど
う
す
る
事
も
出
來
ぬ
事
無
性
で
あ
ろ
う
。
紳
と
い
え
ど
も
遇
去
を
攣
え
る
事
は
出
獄
な
い
。
け
れ

共
、
事
雪
隠
と
し
て
の
過
去
が
私
の
行
動
の
一
切
を
決
定
す
る
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
、
逆
に
、
過
去
の
持
つ
意
味
は
封
自
の
帯
革
に
よ
っ

て
絶
え
ず
更
新
さ
れ
得
る
。
　
「
過
表
を
し
て
生
け
る
も
の
か
、
そ
れ
と
も
、
死
せ
る
も
の
か
を
決
定
す
る
も
の
は
未
來
で
あ
る
」
　
（
o
、
o
繋

す
2
ε
憎
ρ
魚
餌
曾
嬢
。
。
・
一
冴
雌
針
。
。
。
。
俸
寒
く
簿
導
。
鴛
B
o
拷
聲
搾
譲
9
℃
．
紹
O
）
事
實
性
と
し
て
の
即
自
的
な
輿
件
に
意
味
を
輿
え
る
の
は

絶
え
ざ
る
聖
慮
の
好
投
で
あ
る
。
封
自
は
將
來
の
中
に
感
ら
の
際
的
を
撰
び
つ
つ
自
ら
の
過
去
の
意
味
を
撰
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
封
自

が
在
る
隈
り
、
そ
の
封
晦
の
過
玄
の
意
味
は
大
当
に
あ
る
（
①
⇔
　
ω
諏
村
◎
陰
μ
g
彊
）
と
云
っ
て
も
よ
い
。

　
又
、
私
は
或
る
性
質
・
挫
絡
を
も
つ
て
い
る
。
が
、
そ
れ
は
性
質
が
饗
窟
を
捉
え
て
い
る
の
で
は
な
く
、
巽
轡
は
齊
ら
の
性
質
を
「
ひ

ね
く
れ
た
」
、
或
い
は
、
「
素
直
」
な
性
質
と
し
て
撰
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。
「
劣
等
複
合
」
（
冨
8
曇
覧
。
×
○
創
．
ぎ
蒜
臨
○
簿
傷
）
と
い
え
ど

も
茂
畑
昧
な
エ
ス
が
無
意
識
の
内
に
封
〆
を
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
陥
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
都
度
、
　
「
世
…
界
の
中
で
、
他
人
に
面

し
て
の
封
麟
の
企
投
で
あ
り
」
（
麟
●
　
ツ
轡
　
唱
．
　
伽
烏
Q
①
～
刈
）
封
窟
が
自
ら
を
劣
等
な
も
の
と
し
て
撰
ん
で
い
る
に
過
ぎ
な
い
。

　
封
自
の
露
由
は
、
從
っ
て
、
「
試
論
の
自
由
」
（
犀
σ
建
緑
価
¢
o
げ
。
騨
）
で
あ
る
。
封
麟
は
欝
的
を
撰
び
つ
つ
自
己
を
撰
ぶ
の
で
あ
り
、

事
實
性
に
繋
縛
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
行
動
す
る
封
自
の
自
由
と
は
事
熱
性
を
條
件
と
は
す
る
が
、
岡
時
に
、
事
實
性
と
し
て
の
翻

自
か
ら
嵐
由
な
も
の
と
し
て
繭
ら
を
撰
ぶ
事
で
あ
っ
て
、
印
霞
・
野
自
の
二
元
性
は
此
の
場
合
に
も
生
き
て
い
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
從
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
の
欝
詣
す
所
は
、
や
は
り
、
封
窪
が
師
磨
を
超
え
て
あ
る
べ
き
事
、
即
霞
存
筏
に
繋
縛
さ
れ
た
根
で
の
檀
越
存
在

の
振
否
で
あ
る
、
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば
、
本
來
、
封
自
の
掬
由
に
よ
っ
て
立
て
ら
れ
た
煩
値
（
く
巴
。
霞
）
を
、
宛
か
も
封



霞
の
自
由
な
企
投
と
は
離
れ
た
言
訳
的
な
も
の
た
ら
し
め
、
そ
れ
に
自
ら
の
自
由
を
從
節
せ
し
め
る
が
如
き
「
謹
巌
の
精
紳
」
（
。
ψ
箕
翻

。。

x
器
¢
嫉
）
は
封
自
が
本
質
自
由
で
あ
る
と
い
う
自
ら
の
本
性
を
欺
い
て
い
る
が
故
に
「
自
己
欺
鵬
」
（
ヨ
誘
く
蝕
。
・
。
8
一
）
と
し
て
斥
け
ら

れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

　
「
私
は
常
に
、
私
の
本
質
の
彼
方
に
（
唱
錠
伽
。
衝
導
。
博
霧
。
・
降
o
o
）
私
の
行
動
の
動
因
と
動
機
の
彼
方
に
存
在
す
べ
く
罰
せ
ら
れ
て
い

る
。
私
は
自
由
で
あ
る
べ
く
罰
せ
ら
れ
て
い
る
。
（
鰍
。
。
。
銭
。
。
o
o
鄭
α
9
ヨ
ご
①
餅
簿
お
一
ま
お
）
」
（
中
Z
も
。
包
u
）
と
サ
ル
ト
ル
は
云
う
。
封

慮
は
自
ら
を
自
由
と
し
て
撰
ぶ
事
は
出
師
な
い
の
で
あ
る
。
自
由
で
あ
る
と
は
、
最
も
根
源
的
な
意
味
で
の
封
自
の
事
母
性
な
の
で
あ
っ

て
、
そ
れ
は
「
自
由
の
事
實
性
」
（
㌶
鍵
。
麟
。
一
算
匹
。
冨
犀
げ
。
属
価
即
客
や
O
宅
）
と
呼
・
び
得
る
。
か
く
て
、
自
・
田
な
封
自
と
し
て
の
人

間
は
過
去
・
性
質
・
環
境
等
に
霞
ら
の
責
任
（
器
ぞ
。
奮
曽
げ
葭
＄
）
を
韓
化
す
る
事
は
許
さ
れ
な
い
。
人
間
は
自
ら
作
る
所
の
も
の
以
外

の
何
者
で
も
な
い
。
（
一
、
既
。
ヨ
奪
。
窪
け
o
o
心
藁
囲
・
・
o
鐡
翻
）
」
（
穿
塾
長
壁
間
ヨ
・
。
樋
口
旨
ぎ
ヨ
口
置
ヨ
φ
マ
q
。
悼
）
か
ら
で
あ
る
。
人
間
は
自
ら

在
る
所
の
も
の
を
撰
ん
で
い
る
限
り
、
「
自
ら
在
る
所
の
も
の
に
介
し
て
責
任
が
あ
る
」
（
蟹
び
。
欝
難
o
o
。
。
什
お
。
。
℃
o
蕊
騨
ぴ
一
〇
山
o
o
③
ゆ
訂
、
臨

。
ψ
西
之
口
ω
8
簿
芝
貯
ヨ
。
。
給
輻
離
巨
二
塁
房
8
“
や
潔
）
從
っ
て
、
封
自
が
此
の
世
界
、
一
九
五
十
年
代
の
此
の
世
界
に
在
る
と
は
、
好
む
と

好
ま
ざ
る
に
か
か
わ
ら
ず
此
の
世
界
に
在
る
事
を
撰
ん
で
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
限
り
に
於
て
、
封
自
は
自
ら
が
在
る
此
の
世
界
に
軽
し

て
責
任
が
あ
る
。

　
以
上
の
如
き
が
、
サ
ル
ト
ル
の
人
闘
把
握
の
根
幹
と
な
る
考
え
で
あ
り
、
彼
が
自
ら
の
「
倫
理
し
（
簿
ぼ
ゆ
蝶
の
）
と
呼
ぶ
も
の
の
根
糧
を

な
し
て
い
る
。
我
々
は
、
封
自
を
事
象
か
ら
峻
曝
せ
ん
と
す
る
サ
ル
ト
ル
の
意
向
を
跡
づ
け
て
き
た
が
、
封
自
は
事
賢
性
と
い
う
即
自
に

逢
着
し
、
自
ら
即
自
に
堕
す
る
の
危
瞼
に
爵
し
つ
つ
も
、
猫
を
自
ら
の
部
自
な
ら
ざ
る
自
由
を
確
保
す
る
の
で
あ
っ
て
、
此
の
印
璽
・
封

自
の
二
元
挫
に
立
脚
し
た
人
意
存
在
把
握
こ
そ
が
、
サ
ル
ト
ル
の
廉
し
い
倫
理
を
可
能
と
し
た
の
で
あ
る
事
は
理
解
し
得
る
で
あ
ろ
う
。

九

533

脚
渚
・
封
窺
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て

九
七
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最
後
に
、
サ
ル
ト
ル
に
あ
っ
て
、
「
印
自
i
封
自
」
（
O
郎
理
ψ
O
μ
霧
唱
O
d
瞠
弓
馬
ω
O
囮
）
の
綜
合
（
芝
P
夢
窃
の
）
が
果
し
て
可
能
な
の
か
否
か
。
若
し
、

綜
合
が
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
何
庭
で
ど
う
い
う
形
で
考
え
ら
れ
る
か
、
と
い
う
黙
に
燭
れ
ね
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
は
薄
白
の
「
根
本

企
投
」
（
箕
a
簿
。
ユ
σ
q
ぎ
鉱
）
、
そ
し
て
そ
の
「
解
讃
」
（
象
。
気
門
。
が
国
⇔
？
臥
浮
導
）
と
し
て
の
「
七
二
的
精
紳
分
析
」
（
り
騨
℃
超
。
げ
嚢
ρ
－

ロ
巴
遂
o
o
×
貯
8
P
島
。
犀
。
）
の
問
題
に
連
っ
て
い
る
。

　
封
自
が
本
來
即
自
存
在
と
は
蔑
別
さ
れ
な
が
ら
も
、
實
は
、
即
自
存
在
な
く
し
て
は
存
在
し
得
ぬ
も
の
で
あ
る
事
は
既
に
述
べ
た
。
封

自
が
鄭
自
に
無
し
て
も
つ
關
係
は
醤
自
に
と
っ
て
は
鮫
く
べ
か
ら
ざ
る
、
深
刻
な
も
の
で
あ
っ
た
。
我
々
は
此
の
關
係
を
封
自
の
師
自
へ

の
依
存
關
係
と
し
て
捉
え
た
。
所
で
、
此
の
關
係
は
即
自
か
ら
生
起
す
る
の
で
は
な
い
。
封
自
か
ら
、
つ
ま
り
、
封
自
の
企
投
と
し
て
在

る
の
で
あ
り
、
か
か
る
高
踏
の
企
投
は
そ
の
都
度
の
経
験
的
な
企
投
と
は
颪
励
さ
れ
て
封
自
の
「
根
本
企
投
」
と
呼
び
得
る
。
そ
れ
は
邸

自
存
在
な
く
し
て
は
存
在
し
得
ぬ
封
自
の
全
騰
姓
（
酔
O
け
勲
一
一
叶
伽
）
と
し
て
の
存
在
そ
の
も
の
に
關
わ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
私
が
そ
れ
で
あ
る

根
本
企
投
は
此
れ
や
あ
れ
や
の
特
殊
な
世
界
の
封
象
と
の
關
係
に
閥
わ
る
の
で
な
く
、
全
毒
性
と
し
て
の
私
の
轍
界
内
存
在
（
そ
の
も
の
）

に
關
わ
る
」
（
国
．
2
も
．
ま
り
）
從
っ
て
、
経
験
的
な
そ
の
都
度
の
企
投
を
結
び
合
せ
て
も
、
そ
れ
は
所
詮
人
闘
存
在
の
全
浮
魚
に
は
忙
し

得
な
い
。
け
れ
共
、
経
験
的
な
企
投
か
ら
根
本
企
投
を
明
ら
か
に
す
る
道
が
閉
さ
れ
て
い
る
繹
で
は
な
い
。
何
故
な
ら
、
　
「
全
て
の
経
験

的
欲
求
は
、
　
フ
ロ
イ
ド
に
猛
て
意
識
的
衝
動
が
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
根
源
的
リ
ビ
ト
と
の
羅
…
係
に
あ
る
様
に
、
根
本
企
投
と
表
現
・
乃

至
・
象
徴
的
充
足
の
關
係
に
あ
る
」
（
住
斜
蕊
q
鐵
轟
℃
℃
o
霧
鳥
、
o
寒
雲
。
。
。
鈴
。
鐸
簿
伽
、
器
。
，
0
9
鼠
ω
。
。
o
諺
。
簿
。
。
電
導
ぴ
。
混
一
鵡
¢
o
）
」
（
艶
累
℃
・
①
旨
）

か
ら
で
あ
り
、
此
の
事
は
根
本
企
投
が
経
験
的
な
企
画
を
通
じ
て
解
讃
さ
れ
得
る
可
能
性
を
嚇
す
。

　
所
で
、
此
の
根
本
面
高
を
解
讃
す
る
に
當
っ
て
、
サ
ル
ト
ル
が
用
い
様
と
す
る
の
が
「
實
存
的
精
紳
分
析
」
の
方
法
で
あ
る
。
（
鐸
2
頓

℃
・
①
お
）
勿
論
、
此
の
方
法
は
フ
ロ
イ
ド
に
多
く
を
依
解
し
て
い
る
。
然
し
、
嗣
時
に
、
重
要
な
黙
で
擾
携
さ
れ
得
る
。
そ
れ
は
ひ
と
つ

に
は
、
フ
ロ
イ
ド
に
於
る
リ
ビ
ド
は
無
意
識
的
な
も
の
で
あ
る
が
、
サ
ル
ト
ル
で
は
根
本
企
投
は
決
し
て
無
意
識
的
な
も
の
で
は
な
い
。

と
い
う
の
も
、
無
意
識
的
な
も
の
が
心
々
の
意
識
的
企
投
を
規
定
す
る
と
す
れ
ば
、
再
び
意
識
の
中
に
無
意
識
を
導
入
し
、
意
識
を
物
化
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す
る
過
ち
を
冒
す
事
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
根
本
企
画
は
無
意
識
で
あ
る
の
で
な
く
、
そ
の
都
度
の
企
投
ず
る
封
自
に
と
っ
て
非
措
定
的

な
轟
け
で
あ
る
。
第
二
に
決
定
的
な
差
異
は
フ
ロ
イ
ド
で
は
リ
ビ
ド
に
し
ろ
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
に
し
ろ
過
去
的
な
も
の
で
あ
り
、
過
去
的

な
も
の
か
ら
の
解
讃
が
主
傾
向
で
あ
っ
て
、
未
來
の
次
元
を
鮫
い
て
い
る
に
弔
し
て
、
サ
ル
ト
ル
で
は
未
來
か
ら
の
解
讃
が
主
眼
と
な
る
。

と
い
う
の
も
、
企
投
は
先
ず
も
っ
て
未
來
へ
の
企
投
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
れ
で
は
、
封
自
の
根
本
企
投
は
何
で
あ
る
か
。
我
々
は
醤
自
が
、
本
來
、
慮
己
の
三
盛
存
在
を
被
い
て
い
る
限
り
に
寝
て
「
無
」
で

あ
る
事
を
み
た
。
封
自
は
か
か
る
意
味
で
、
自
ら
の
「
存
在
置
潮
」
（
睡
§
ぬ
蝶
。
儀
、
簿
器
）
で
あ
る
。
射
自
は
常
に
慮
己
の
外
に
雲
霞
存

在
を
要
す
る
が
、
そ
の
事
は
封
自
が
自
ら
に
暴
け
て
い
る
「
部
自
存
在
へ
の
欲
求
」
（
α
傷
◎
旧
風
『
　
氏
堕
ゆ
轡
村
の
2
0
⇔
8
0
0
◎
陣
●
）
騨
2
’
や
⑦
認
）
と
し
て
存

在
す
る
事
を
意
味
す
る
。
從
っ
て
、
射
自
の
根
本
登
営
と
は
「
存
在
企
投
」
（
箕
2
。
露
儀
伽
g
）
な
の
で
あ
り
、
此
の
存
在
企
投
は
「
意

識
（
封
自
）
の
中
に
そ
の
場
を
も
つ
の
で
な
く
、
意
識
（
封
自
）
そ
の
も
の
と
ひ
と
つ
で
あ
る
」
（
搾
客
や
①
①
一
）
人
間
は
根
本
的
に
存

在
欲
求
と
し
て
存
在
す
る
。

　
所
で
、
封
自
が
印
自
存
在
で
あ
る
べ
く
欲
求
す
る
と
は
、
封
自
が
自
ら
の
存
在
を
「
藁
薦
一
樹
自
」
（
の
謬
一
o
o
O
㌣
賢
◎
二
7
硫
O
困
）
と
し
て

實
現
せ
ん
と
す
る
意
志
に
外
な
ら
ぬ
事
を
意
味
す
る
。
我
々
は
此
庭
に
「
印
書
i
封
自
」
と
い
う
綜
合
の
姿
を
み
る
。
然
し
、
此
の
綜

合
へ
の
欲
求
は
警
士
的
な
も
の
と
し
て
は
充
足
せ
ら
れ
な
い
。
何
故
な
ら
、
封
自
は
自
ら
印
篭
で
は
な
い
も
の
と
し
て
在
ら
ね
ば
な
ら
ぬ

か
ら
で
あ
る
。
「
即
自
ー
ー
封
自
」
の
綜
合
は
封
自
に
と
っ
て
、
所
詮
、
「
理
想
」
（
罷
伽
匙
）
で
あ
り
、
「
紳
」
　
（
U
冷
¢
）
に
留
ま
る
。
「
人

間
で
あ
る
と
は
、
紳
た
ら
ん
と
狙
う
事
で
あ
る
」
（
国
選
。
び
。
旨
導
ρ
o
、
o
鴇
8
鄭
時
。
位
ゆ
嘗
o
U
δ
∬
弊
累
．
や
9
な
。
）
だ
が
然
し
、
此
の

狙
い
は
常
に
外
れ
る
の
で
あ
る
。
封
自
に
と
っ
て
「
邸
自
一
粒
自
」
は
根
本
欲
求
で
あ
り
、
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
的
（
黛
舘
℃
◎
舜
w
臼
器
℃
♀

ユ
ぬ
鶴
。
即
2
．
℃
一
。
。
ゆ
）
な
り
と
し
て
宛
か
も
散
り
散
り
に
統
一
を
敏
く
か
に
み
え
る
封
自
の
究
極
的
な
統
一
意
味
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
の

寳
現
は
何
庭
迄
も
挫
折
に
終
る
の
で
あ
る
。
封
自
は
所
詮
、
卸
自
に
封
ず
る
封
自
で
し
か
あ
り
得
ぬ
の
で
あ
る
。

　
か
く
て
今
、
我
々
は
即
自
・
封
自
の
二
元
性
、
こ
れ
が
サ
ル
ト
ル
存
在
論
の
出
登
黙
で
あ
り
蹄
結
で
あ
る
事
を
み
る
。
小
論
馬
頭
に
於

　
　
　
　
部
自
。
白
蔓
の
二
元
性
を
め
ぐ
っ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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凶
臨
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

鵬　
　
て
、
　
「
存
在
と
無
」
が
部
自
・
醤
自
の
織
り
な
す
一
編
の
ド
ラ
マ
で
あ
る
と
い
っ
た
が
、
富
め
ド
ラ
マ
は
途
に
「
即
自
－
一
i
豊
島
」
の
綜

　
　
合
と
い
う
ハ
ッ
ピ
…
エ
ン
ド
に
は
終
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
）
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博
士
課
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學
生
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deviennent　les　principes　r6priman£s．　Si　1’on　exaMlne　’bien　les・faits　de

1’exp6rience，　desquels　est　compos6e　la　pirconstance　int6rieure　et　ext6rieure

de　la　passlon，　on　y　peut　d6couvrir　1’ordre　et　ia　v6rit6　6vidente．　Nature｝｝e－

ment　cette　verit6　n’est　pas　absoiue　et　son　6vidence　est　toujours　une　qualit6

relatlve．　Cependant　cette　v6rit6　doit　avoir　de　la　force，　“a　proportion　du

degr6　de　la　certltude　qu’elle　s’est　acquise　en　s’lnstruisant　p｝einement　du．

鉱it．，，

　　Pour　connaitre　avec　6vidence　le　fait，　on　doit　avoire　la　vraie　erudition

en　recherchant，　sans　pr6jug6　et　sans　int6ret　des　partis，　les　faits　memes　et

leurs　enchainements．　La　philosophie　utlle　h　1’homme，　c’est　celle　qui　doit

lul　enseigner　b　critiquer　bien　les　faits　historiques　et　lui　indiquer　la　bonne／

direction　de　la　soci6t6　humaine．

　　La　philosophie　de　P．　Bayle　doie　etre　6stim6e，　non　pas　d’apres　ses　argu一・

ments　m6taphysiques，　mais　d’apres　ses　analyses　des　faits　soclaux，　c’est－h－dire，．

d’apres　le　sens　historique　que　son　trait6　de　la　toi6rance　avait　dans　le　monde，

de　son　temps．

幽幽諺漏る嚢ere強一soi　e重d職POUI’一S◎豊ehez　S説罫e’

Par　Sy6go　Kimura

　　L’ontologie　sartr1enne　est　pour　ainsi　dire　un　drame　de　1’6tre－pour－soi　qui

lutte　contre　1’etre－en－soi．　Blen　que　d’une　maniere　implicite，　cette　dualit6

de　｝’en－soi　et　du　pour－soi　a　d6ji　d6termin6　1’orientation　de　ses　ouvrages　qui．

pr6cさdent　I／2tre　ei　le鴛ゑθ麓．　La箆βz45露　tra鴛6　dc　l’exp6rience　de　1’色tre　nu，

c’est－2－dire　du　d6voilement　de　1’etre－en－soi，　tandis　que　les　ouvrages　comme’

L’imagination，　L’imaginaire，　La　transcendance　de　1’ego　sont　tous　consacres，．

malgr6　la　diff6rence　de　leurs　biais，　a　saisir　dans　son　pur．6tat　la　conscience．

qui　est　le　pour－soi．

　　La　d（≦tem｝inat五〇n　On．tO圭09圭qUe　de　1’etre－en－SO呈dOnn6e　da1〕S　L’診tre　et　l9πゑ4η’．

pourra　se　formuler　ainsi：　“L’Etre　est　ce　qu’il　est．”；　et　celle　de　1’etre－pour－soi　；．

“L’etre　qui　n’est　pas　ce　qu’il　est　et　ce　qu’11　n’est　pas．”　Donc　ll　se　fait　que

le　prem2er　des　rapports　qu’　a　le　pour－soi　avec　1’en－soi，　c’est　“n6gation”．．

3



IHors　de’teute　d6termiRatieR　chesiste，　1’etre－pour－soi　se　caract6rise　par　une

．pure　spontan61t6．　En　ce　sens，　ii　est　libre．

　　Or　est－ii　possible　que　cette　libert6　du　pour－soi　qui　se　fonde　uniquement

・sur　la　distinction　de　celui－ci　avec　1’en－soi，　produlse　de　1’effet　sur　le　monde

r6el？　Pour　6viter　ia　non－efficacit6，　il　faudrait　chercher　une　dimension　oU

｝’en－soi　puisse　prendre　un　contact　plus　intime　avec　le　pour－soi．　C’est　de　ce

’point　de　vve　que　nous　allons　examiner　la　th60rie　sartrienne　du　corps

’humain，　qui　joue．　le　r61e　du　m6dium　entre　1’en－soi　et　le　pour－soi．

　　Nous　posons　｝es　questions　suivantes：quand　il　s’aglt　de　son　action　dans

une　situation，　ie　pour－sol　porrait－il　garder　sa　libert6？　En　quelle　forme

pourrait－il　mainteni£　sa　nob1e　ind6pendance　eft　£ace　de　sa　facticit6　？

茎


